
袁
殊
と
興
亜
建
国
運
動

汪
精
衛
政
権
成
立
前
後
の
対
日
和
平
陣
営
の
動
き

関

智

英

は

じ

め

に

１

問
題
の
所
在

本
稿
は
一
九
三
九
年
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
上
海
で
活
動
し
た
興
亜
建
国
運
動

(

以
下
当
時
の
略
称
か
ら
興
建
運
動)

の
解
明
を
通
し

て
、
日
中
戦
争
期
中
国
に
お
け
る
和
平
陣
営
の
実
態
に
近
づ
か
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
興
建
運
動
は
、
汪
精
衛
ら
が
新
政
権
樹
立
を

模
索
す
る
中
、
そ
の
支
援
を
目
指
し
た
影
佐
禎
昭
の
要
請
を
受
け
、
上
海
総
領
事
館
の
岩
井
英
一
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
袁
殊
が
中
心

と
な
っ
て
組
織
し
た
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
は
日
中
戦
争
の
過
程
で
現
地
日
本
当
局
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
そ
れ
ま
で
の
親
日
団

体
と
比
較
す
る
と
、
人
員
・
組
織
・
主
張
な
ど
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
に
注
目
し
、
該
時
期
の
和
平
陣
営
を
理
解
す
る
際

の
視
角
を
提
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
本
稿
で
用
い
る
和
平
陣
営
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
日
本
と
の
戦
闘
を
速
や
か
に
停
止
す
る
こ
と

を
重
視
し
、
そ
の
上
で
中
国
の
将
来
や
秩
序
を
構
想
し
た
人
々
を
指
す

(
重
慶
国
民
政
府
や
中
国
共
産
党
が
和
平
を
望
ま
な
か
っ
た
訳
で
は
な

い
が
、
彼
ら
は
日
本
に
勝
利
す
る
ま
で
戦
闘
を
続
け
る
立
場
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
稿
で
は
抗
戦
陣
営
と
称
す
る)

。
従
来
、
彼
ら
は
一
般
に

｢
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協
力
者｣

と
呼
ば
れ
、
筆
者
も
こ
の
視
角
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
特
に
和
平
陣
営
と
称
す
る
の
は
、
彼
ら
は

日
本
と
の
協
力
を
必
ず
し
も
第
一
義
と
し
な
か
っ
た
点
に
注
目
し
た
い
た
め
で
あ
る
。
事
態
を
詳
細
に
見
れ
ば
、
ま
ず
日
本
と
の
戦
闘

停
止
を
希
求
す
る
点
で
彼
ら
は
共
通
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
各
々
の
構
想
す
る
中
国
の
将
来
像
に
則
し
て
、
日
本
と
の
関
係
が
構
築
さ

れ
た

(

そ
の
中
に
協
力
も
含
ま
れ
る)

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
稿
の
問
題
設
定
の
背
景
に
は
一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
り
、
九
〇
年
代
以
降
充
実
し
て
き
た
該
時
期
の
所
謂

｢

傀
儡
政
権｣

研
究
の

蓄
積
が
あ
る

(

１)

。
筆
者
も
こ
う
し
た
研
究
の
深
化
に
大
い
に
啓
発
さ
れ
た
。
そ
の
大
き
な
方
向
は
、
従
来

｢

漢
奸｣

の
代
表
と
さ
れ
て
き

た
汪
精
衛
ら
の
動
き
が
必
ず
し
も
日
本
に
追
従
す
る
も
の
で
は
な
く
、
中
国
の
独
立
を
希
求
し
て
い
た
側
面
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
点
、
ま
た
各
種
史
料
に
基
づ
い
た
実
証
的
研
究
も
増
え
て
き
た

(

２)

点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
汪
精
衛
や
汪
政
権
の
活
動
に
つ

い
て
は
研
究
蓄
積
が
あ
る
も
の
の
、
上
海
市
大
道
政
府
や
維
新
政
府
と
い
っ
た
汪
政
権
以
前
の
諸
政
権
や
、
和
平
陣
営
内
部
の
議
論
の

解
明
は
未
だ
不
十
分
と
考
え
る
。

筆
者
は
日
中
戦
争
の
間
に
登
場
し
た
親
日
組
織
の
相
互
比
較
は
、
対
日
和
平
陣
営
の
実
態
に
迫
る
方
法
の
一
つ
と
考
え
る
。
こ
う
し

た
団
体
・
政
権
は
、｢

傀
儡
政
権｣

｢

偽
組
織｣

と
い
っ
た
言
葉
が
端
的
に
表
す
よ
う
に
、
従
来
日
本
と
の
関
係
か
ら
そ
の
特
徴
が
代
表

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
和
平
陣
営
参
加
者
に
則
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
政
見
や
主
張
は
日
本
と
速
や
か
に
戦
争
を
止
め
る
と

い
う
点
で
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
論
点
に
は
違
い
も
多
く
、
こ
れ
も
ま
た
各
政
権
の
性
格
や
立
場
を
規
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
抗
戦
派
の
主
張
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
和
平
陣
営
の
主
張
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
日
中
戦
争
期
中

国
の
政
治
思
想
全
体
を
俯
瞰
す
る
た
め
に
も
必
要
な
作
業
で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
角
か
ら
興
建
運
動
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
活
動
は
極
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め
て
興
味
深
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

２

興
建
運
動
に
関
す
る
先
行
研
究

興
建
運
動
に
関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
研
究
が
存
在
す
る
。
劉
心
皇
は
抗
戦
期
の
文
学
史
に
言
及
す
る
中
で
、
興
建
運
動
の
刊
行
物

を
列
記
し
、
金
雄
白

(
汪
政
権
下
の
新
聞

『

中
報』

総
編
輯)

の
回
想
録

(

３)

か
ら
一
部
関
係
者
の
履
歴
を
紹
介
し
た

(

４)

。
劉
傑
は
、
興
建
運
動

は
汪
政
権
樹
立
工
作
と
同
様

｢

重
慶
政
権
を
切
り
崩
し
、
広
範
な
支
持
基
盤
を
持
つ
親
日
政
権
を
作
り
上
げ
、
新
た
な
る
日
中
関
係
を

再
構
築
す
る
と
い
う
野
望
に
満
ち
た
政
治
運
動｣

と
し
た
。
た
だ
、
劉
の
論
考
の
目
的
は
、
汪
政
権
樹
立
前
後
の
和
平
工
作
の
最
終
目

標
は
、
和
平
勢
力
で
は
な
く
重
慶
国
民
政
府
で
あ
っ
た
こ
と
の
論
証
に
あ
る
た
め
、
興
建
運
動
に
関
す
る
議
論
は
概
要
を
追
う
に
と
ど

ま
り
、
中
心
人
物
袁
殊
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
は
触
れ
て
い
な
い

(

５)

。
房
建
昌
は
、
岩
井
英
一
の
経
歴
を
詳
細
に
調
べ
た
が

(

６)

、
興
建
運
動

の
具
体
的
な
動
き
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
根
拠
と
な
る
史
料
の
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
点
等
で
問
題
が
残
る
。
高
綱

博
文
は
主
に
岩
井
英
一
の
回
想
録

『

回
想
の
上
海』

(
同
書
出
版
委
員
会
、
一
九
八
三
年
、
以
下
岩
井)

に
依
拠
し
て
興
建
運
動
を
紹
介
し

(

７)

、

金
雄
白
の
回
想
録
か
ら
、｢

[

興
建
運
動
は]

新
民
会
や
大
民
会
と
同
様
に
日
本
人
に
駆
使
さ
れ
て
い
る
民
間
団
体
に
過
ぎ｣

な
か
っ
た

と
す
る
。
し
か
し
、
氏
が
引
用
す
る
岩
井
の
回
想
録
は
、
金
雄
白
の
興
建
運
動
に
対
す
る
誤
解
も
指
摘
し
て
い
る
。
金
雄
白
が
興
建
運

動
に
強
い
警
戒
感
を
持
っ
た
周
仏
海
に
近
い
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
記
述
に
全
面
的
に
は
依
拠
で
き
ま
い
。
岩
井
に

よ
れ
ば
興
建
運
動
は
日
本
や
華
北
・
満
洲
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
た
と
い
う

(
岩
井
一
一
・
一
〇
五
・
一
二
四
頁)

。
多
少
の
誇
張
を
考
え
て

も
、
そ
れ
ま
で
の
親
日
民
衆
団
体
と
は
一
線
を
画
す
る
面
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
そ
の
違
い
は
何
か
。
興
建
運
動
を
検
討
す
る

袁
殊
と
興
亜
建
国
運
動

関
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こ
と
で
、
同
運
動
の
解
明
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ま
で
に
組
織
さ
れ
た
対
日
和
平
団
体
の
問
題
点
や
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
興
建
運
動
の
経
過
・
人
員
・
組
織
を
中
心
に
扱
う
と
と
も
に
、
本
運
動
の
中
心
人
物
袁
殊
に
つ

い
て
詳
し
く
検
討
し
た
い
。

３

興
建
運
動
に
関
す
る
史
料

興
建
運
動
に
関
す
る
史
料
の
う
ち
当
事
者
に
よ
る
も
の
は
、
関
係
者
の
報
告
を
岩
井
英
一
が
編
輯
し
た
と
思
わ
れ
る

『

興
亜
建
国
運

動
と
其
現
状』

(

外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
、
以
下

『

現
状

(

８)』)

が
あ
る
。
ま
た
岩
井
に
回
想
録
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

興
建
運
動
の
刊
行
物

(

全
て
中
国
語)
の
う
ち
、
重
要
な
も
の
は

『

興
建』

月
刊

(

一
九
三
九
年
一
〇
月
―
四
〇
年
一
二
月)

で
、
主
な

論
稿
は

『

興
建
叢
書』

(

計
一
〇
冊)

に
転
載
さ
れ
た
ほ
か
、
運
動
一
周
年
を
記
念
し
た

『

興
建
第
一
年』

(

興
建
運
動
本
部
、
一
九
四
〇
年
、

以
下

『

一
年』)

、
運
動
解
散
後
に
編
纂
さ
れ
た

『
興
建
運
動』

(

興
建
運
動
本
部
結
束
委
員
会
編
、
街
灯
書
報
社
、
一
九
四
一
年)

に
も
、
活
動

内
容
と
共
に
再
録
さ
れ
た
。
そ
の
他
上
海
日
本
総
領
事
館
特
別
調
査
班
訳

『

興
亜
建
国
の
理
論
と
主
張』

(

同
班
、
一
九
四
二
年)

も
あ

る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
興
建
運
動
の
活
動
・
主
張
を
ほ
ぼ
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

袁
殊
に
関
し
て
は
、
そ
の
息
子
曾
龍
に
よ
る

『

我
的
父
親
袁
殊』

(

接
力
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
以
下
曾
龍)

が
詳
し
い
。
体
裁
は
回

想
だ
が
、
実
際
は
袁
殊
や
そ
の
母
賈
仁
慧
等
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
、
書
簡
な
ど
を
用
い
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
執
筆
の
た

め
岩
井
の
著
作
と
比
較
し
た
が
、
基
本
的
な
事
実
関
係
は
一
致
し
て
お
り
、
両
書
の
史
料
と
し
て
の
精
度
は
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。
こ

の
他

『

袁
殊
文
集』

(

同
文
集
編
輯
組
編
、
南
京
出
版
社
、
一
九
九
二
年)

に
は
、
袁
殊
の

『

文
藝
新
聞』

の
記
事
や
戦
後
の
詩
歌
な
ど
が
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載
る
。
た
だ

『

袁
殊
文
集』

に
は
、
興
建
運
動
も
含
め
て
日
本
と
関
係
し
た
時
期
の
文
章
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
時
期
に
関
し

て
も
全
作
品
を
網
羅
し
て
は
い
な
い
。

一

袁
殊
と
岩
井
英
一

１

興
建
運
動
ま
で
の
袁
殊

袁
殊

(

袁
学
易)

は
一
九
一
一
年
四
月
二
七
日
湖
北
省�
春
県
に
生
ま
れ
た
。
父
袁
暁
嵐
は
古
参
の
同
盟
会
員

(

後
に
山
東
・
湖
北
で

県
長
を
歴
任)

、
母
賈
仁
慧
は
商
家
の
出
身
で
あ
っ
た
。
一
九
年
家
族
は
上
海
へ
移
り
、
袁
殊
は
印
刷
工
場
で
働
き
な
が
ら
小
学
校
へ
通
っ

た
。
二
三
年
父
親
の
つ
て
で
、
生
活
の
互
助
・
社
会
改
造
・
文
化
促
進
等
を
標
榜
す
る
上
海
の
立
達
学
園
に
入
学

(『

袁
殊
文
集』

四
六

六
頁)

、
校
内
で
は
無
政
府
主
義
団
体

｢
黒
色
青
年｣

に
所
属
し
、
学
内
紙

『

窗
報』

を
発
行
し
た

(

曾
龍
四
一
頁)

。
二
五
年
上
海
で
起

き
た
五
・
三
〇
事
件
で
は
、
立
達
学
園
の
学
生
代
表
と
し
て
闘
争
に
参
加
し
、
大
夏
大
学
学
生
代
表
の
邵
華

(

９)

・
劉
真
如

(�)

、
国
民
党
員
の

胡
抱
一

(�)
と
面
識
を
持
っ
た
。

二
六
年
袁
殊
は
学
窓
を
離
れ
、
胡
抱
一

(

国
民
革
命
軍
江
南
別
動
隊
司
令)

に
つ
い
て
北
伐
軍
に
参
加
し
、
二
八
年
に
上
海
へ
戻
る
ま

で
軍
内
で
宣
伝
股
少
尉
股
員
、
中
尉
科
員
を
歴
任
し
た
。
上
海
へ
戻
っ
た
袁
殊
は
、
再
び
胡
抱
一
の
紹
介
で
全
国
賑
災
委
員
会
調
査
組

組
員
と
し
て
山
東
省
へ
赴
任
し
た
が
、
怪
我
の
た
め
ま
も
な
く
南
京
へ
戻
り
、
そ
の
後
は
上
海
で
作
家
高
長
虹

(�)
が
主
催
す
る
無
政
府
主

義
的
文
学
組
織
狂
飆
社
に
参
加
し
た
。
国
民
党
右
派
系
の

『

民
国
日
報』
の

『

覚
悟』

副
刊
へ
投
稿
し
た
り
、
上
海
市
党
部
宣
伝
部
助

理
幹
事
に
就
い
た
り
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る

(

曾
龍
四
四
―
四
九
・
五
三
頁)
。

袁
殊
と
興
亜
建
国
運
動
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こ
の
頃
か
ら
袁
殊
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
を
高
め
、
二
九
年
八
月
、
日
本
へ
渡
っ
た
。
日
本
で
の
収
穫
は
、
日
本
語
、
新
聞

学
、
そ
し
て
共
産
主
義
思
想
の
受
容
で
あ
っ
た

(

曾
龍
五
九
頁)

。
こ
の
時
期
袁
殊
は
陳
彬�
が
上
海
で
発
行
し
て
い
た
雑
誌

『

日
本
研

究』
(

中
国
語
誌)

に

｢

日
本
政
党
人
物
的
検
点

(�)｣
と

｢

日
本
国
勢
現
状
概
観

(�)｣

と
い
う
文
章
を
投
稿
し
、
前
者
で
は
日
本
社
会
の
矛
盾

を
捉
え
、
高
ま
る
社
会
革
命
の
機
運
を
伝
え
て
い
る
。

三
〇
年
に
帰
国
し
た
袁
殊
は
胡
抱
一
か
ら
北
京
の
航
空
学
校
へ
の
進
学
を
提
案
さ
れ
る
が
、
高
額
な
学
費
の
た
め
断
念
。
三
度
胡
抱

一
の
つ
て
で
天
津
に
い
た
何
民
魂

(�)
の
下
へ
行
き
、
そ
の
後
上
海
へ
戻
っ
た
。
こ
の
時
、
何
民
魂
の
下
に
い
た
翁
毅
夫

(�)

は
袁
殊
と
上
海
に

向
か
う
が
、
そ
の
後
も

『

文
藝
新
聞』

(

経
理)

や
興
建
運
動

(

管
理
主
任)

で
袁
殊
と
行
動
を
共
に
し
た

(

曾
龍
六
六
頁)

。
上
海
に
戻
っ

た
袁
殊
は
左
翼
的
な
聯
合
劇
社
に
入
り
、
国
民
党
か
ら
目
を
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
父
袁
暁
嵐
の
知
人
方
覚
慧

(�)

ら
と
の
関
係
で
配
慮
が

加
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う

(

曾
龍
六
九
頁)
。

三
一
年
三
月
、
袁
殊
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
思
い
を

『

文
藝
新
聞』

創
刊
と
い
う
形
で
具
体
化
し
た
。『

文
藝
新
聞』

に
は
中
国

左
翼
作
家
聯
盟

(

左
聯)

の
関
係
者
が
多
数
参
加
し
た
が
、
多
方
面
の
話
題
を
掲
載
し
、
他
の
左
聯
の
刊
行
物
と
比
べ
て
多
く
の
読
者

を
獲
得
し
た
。
魯
迅
も
数
度
に
わ
た
り
記
事
を
寄
せ
て
い
る

(

三
二
年
五
月
一
六
日
、
一
版
等)

。
袁
殊
は
、｢『

文
藝
新
聞』

最
初
之
出
発｣

(

三
一
年
三
月
一
六
日
、
一
版)

で
、『

文
藝
新
聞』

は
不
偏
不
党
の
立
場
か
ら
、
人
民
大
衆
の
要
求
に
応
え
る
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
の

侵
略
に
は
厳
し
い
論
陣
を
張
り
、
デ
モ
行
進
・
演
劇
活
動
な
ど
を
通
じ
て
宣
伝
を
行
っ
た
。｢

請
脱
棄�
五
四�
的
衣
衫｣

(

三
二
年
一

月
一
八
日
、
一
版)

で
は
、
満
洲
事
変
を
引
き
起
こ
し
た
日
本
の
帝
国
主
義
者
へ
の
抵
抗
を
呼
び
か
け
、｢

今
日
の
文
化
運
動
は
学
者
や

学
生
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
群
衆
の
血
と
泪
に
も
広
が
っ
て
い
る｣

と
指
摘
し
た
ほ
か
、｢

榴
花
的
五
月｣

(

三
二
年
五
月
二
日
、
一
版)
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で
は
、｢

大
衆
の
革
命
的
な
民
族
戦
争
を
推
し
進
め
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら｣

な
い
と
し
、｢

革
命
民
族
戦
争
の
大
衆
文
学｣

の
必
要
性

を
主
張
し
た
。

こ
の
時
期
の
袁
殊
は
、｢

集
納
主
義｣

(

袁
殊
が
創
作
し
た����������
の
訳
語：

『

袁
殊
文
集』

一
二
頁)

を
標
榜
し
、
積
極
的
に
新
聞
界

に
関
わ
っ
た
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。
袁
殊
は
三
三
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
っ
て
上
海
の
新
聞
記
者
を
集
め
て
懇
談
会
を
開
き
、
毎
週
日

曜
日
、
そ
の
内
容
を

｢
記
者
座
談｣

と
し
て
上
海
で
発
行
さ
れ
て
い
た

『

大
美
晩
報』

(

米
国
系
漢
字
紙)

紙
上
に
連
載
し
た

(�)

。

ま
た
こ
の
頃
袁
殊
自
身
は
転
機
を
迎
え
た
。
そ
れ
は
中
国
共
産
党
へ
の
入
党

(

一
九
三
一
年
一
〇
月)

で
あ
る
。
中
国
共
産
党
は
上
海

の
地
下
組
織
を
代
表
す
る
潘
漢
年

(�)
・
王
子
春

(�)
を
通
じ
て
、
袁
殊
を
党
員
と
し
た
の
で
あ
る
。
袁
殊
の
任
務
は
共
産
党
員
の
身
分
を
隠
し

て
、
国
民
党
上
層
部
の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

(

曾
龍
一
一
二
頁)

。
三
二
年
、
袁
殊
は
王
子
春
の
指
示
に
よ
り
、
上
海
市
社

会
局
局
長
で
中
統

(

中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
調
査
統
計
局)

を
率
い
て
い
た
呉
醒
亜

(�)
の
傘
下
に
入
り
、
三
三
年
か
ら
三
五
年
に
か
け

て
、
呉
醒
亜
・
潘
公
展

(�)
の
指
導
す
る
反
共
秘
密
組
織
の
幹
社
に
関
係
し
た

(

曾
龍
一
二
三
頁)

。

こ
の
後
、
袁
殊
は
三
三
年
に
岩
井
英
一
と
知
り
合
い
、
互
い
に
情
報
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
世
に
三
重
ス
パ
イ
と
称
さ
れ

る
所
以
で
あ
る
。
岩
井
は
当
初
袁
殊
の
諜
報
能
力
を
買
っ
て
い
た
が
、
徐
々
に
人
間
的
な
親
し
み
を
増
し
た
と
回
想
し
、
一
方
の
袁
殊

も
岩
井
と
は
非
常
に
良
い
友
達
に
な
っ
た
と
す
る
。
袁
殊
は
三
六
年
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
、
岩
井
の
援
助
で
早
稲
田
大
学
に
留
学
も

し
て
い
る

(

曾
龍
一
七
七
頁)

。
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２

岩
井
英
一
の
経
歴
と
上
海
で
の
活
動

一
方
、
岩
井
英
一
は
一
八
九
九
年
愛
知
県
に
生
ま
れ
、
一
九
二
一
年
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
商
務
科
を
卒
業
後
、
同
文
書
院
の
推
薦

で
外
務
省
に
入
省
し
た
。
岩
井
は
主
に
中
国
現
地
に
勤
務
す
る
所
謂
ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
で
、
四
五
年
に
辞
職
す
る
迄
、
一
九
年
間
を
中
国

各
地
で
過
ご
し
た
。
省
内
で
は
革
新
派
の
河
相
達
夫
と
近
し
く
、
そ
の
著
作
の
中
国
語
訳
を
袁
殊
に
依
頼
し
て
い
る

(

曾
龍
一
九
六
頁)

。

中
国
人
の
友
人
も
多
く
、
同
文
書
院
の
後
輩
で
毎
日
新
聞
記
者
の
田
中
香
苗
は

｢

実
に
中
国
人
に
尊
敬
さ
れ
、
愛
さ
れ
、
う
ら
や
ま
し

い
ほ
ど
の
魅
力
を
た
た
え
た
日
本
人
で
あ
っ
た

(�)｣
と
回
想
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
袁
殊
と
岩
井
英
一
の
情
報
の
や
り
取
り
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
曾
龍
は
、
岩
井
は
袁
殊
が
国
民
党
の
ス
パ
イ

で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
も
の
の
、
共
産
党
の
ス
パ
イ
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
と
す
る

(�)

。
一
方
、
岩
井
は
、
袁
殊
を
通
じ
て

潘
漢
年
と
会
見
し
た
こ
と
、
そ
の
際
、
袁
殊
が
、
潘
漢
年
を

｢

胡
先
生｣

と
し
て
紹
介
す
る
の
で
宜
し
く
応
対
し
て
ほ
し
い
、
と
岩
井

に
言
い
含
め
た
こ
と
、
さ
ら
に
袁
殊
か
ら
廖
承
志

(�)
に
も
会
わ
な
い
か
と
提
案
が
あ
っ
た
が
、
岩
井
は
断
っ
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。

従
っ
て
袁
殊
と
共
産
党
と
の
関
係
を
岩
井
が
知
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
一
方
で
岩
井
が
、
潘
漢
年
は
興
建
運
動
の
陳
孚
木

(�)

経
由
で
袁
殊
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
は

(�)
、
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岩
井
は
袁
殊
と
共
産
党
と
の
深
い
関
係
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

両
者
の
回
想
で
興
味
深
い
の
は
、
戦
後
会
う
こ
と
の
な
か
っ
た
二
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
大
い
に
意
気
投
合
し
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
袁
殊
の

｢

情
報
は
相
互
に
利
用
し
、
お
互
い
に
騙
し
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
岩
井
は
当
然
そ
の
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
た｣

(

曾
龍
一
三
三
頁)

と
い
う
発
言
も
当
時
の
情
報
戦
の
実
情
を
伝
え
て
い
よ
う
。
実
際
、
潘
漢
年
を
通
じ
て
得
た
共
産
党
の
情
報
に
つ
い
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て
は
、
岩
井
も
回
想
し
て
い
る

(

岩
井
一
五
九
頁)

。
こ
の
よ
う
に
一
外
交
官
と
そ
の
知
人
の
中
国
人
と
の
関
係
を
基
盤
に
し
て
い
た
点

に
、
興
建
運
動
の
特
徴
の
一
つ
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二

興
建
運
動
の
人
と
組
織

１

興
建
運
動
の
由
来

三
八
年
二
月
の
岩
井
の
上
海
へ
の
再
赴
任
が
現
地
の
日
本
語
紙
で
報
道
さ
れ
て
ま
も
な
く
袁
殊
か
ら
岩
井
に
面
会
を
請
う
電
話
が
あ
っ

た
。
当
時
袁
殊
は
戴
笠
の
要
請
で
軍
統
局
上
海
区
の
国
際
情
報
組
少
将
の
任
に
あ
っ
た

(

曾
龍
一
八
九
頁)

。
再
会
し
た
二
人
は
、｢

戦

火
の
中
か
ら
新
し
い
日
中
関
係
を
再
建
す
る
た
め
に
努
力
し
よ
う｣

と
話
し
あ
っ
た

(

岩
井
七
九
―
八
〇
頁)

と
い
い
、
袁
殊
も
三
八
年

春
に
岩
井
と
秘
密
裏
に
面
会
し
た
と
し
て
い
る

(

曾
龍
一
九
六
頁)

。

三
八
年
一
二
月
、
日
本
と
の
和
平
を
模
索
し
て
い
た
汪
精
衛
は
重
慶
を
脱
出
、
和
平
運
動
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
日
本
側
か
ら
加
担

し
た
陸
軍
の
影
佐
禎
昭
は
、
汪
精
衛
ら
を
支
援
す
る
政
党
組
織
の
必
要
か
ら
、
岩
井
に
協
力
を
依
頼
し
た

(

岩
井
九
八
頁)

。
で
は
こ
の

時
何
故
影
佐
は
政
党
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
影
佐
に
よ
れ
ば
三
九
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、｢

各
党
各
派
を
収
容
す
る

工
作
の
中
で
汪
氏
が
最
も
困
難
を
感
じ
て
い
た
の
は
臨
時
維
新
両
政
府｣

へ
の
対
応
と
、
要
路
を
求
め
汪
の
傘
下
に
集
ま
る
人
々
の
増

加
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
中
に
は
地
位
を
約
束
す
れ
ば
和
平
主
義
者
と
な
る
も
の
の
、
適
職
が
無
け
れ
ば
豹
変
し
て
汪
を
誹
謗
す
る
者
も

あ
っ
た
と
い
う

(�)

。
影
佐
に
は
中
国
人
を
主
体
と
し
た
よ
り
意
識
の
高
い
組
織
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
事
態
を
改
善
す
る
意

図
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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早
速
岩
井
は
本
省
情
報
部
長
河
相
達
夫
の
了
解
な
ら
び
に
資
金
を
得
て
、
政
党
の
結
成
を
袁
殊
に
依
頼
し
、
袁
殊
も
こ
れ
を
了
承
し

た
。
ま
た
軍
統
の
戴
笠
も
袁
殊
の
動
き
を
支
持
し
て
い
た

(

曾
龍
二
一
頁)

。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
岩
井
が
袁
殊
に
対
し
中
国
人
の

主
体
性
を
尊
重
す
る
と
し
た
点
で
あ
る
。
岩
井
は
袁
殊
に
対
し

｢

中
国
人
自
身
の
政
党
造
り
で
あ
る
以
上
、
私
の
考
え
方
に
大
き
く
逸

脱
し
な
い
限
り
私
は
一
切
口
は
出
さ
な
い
、
万
事
袁
の
裁
量
に
一
任
す
る
旨
言
明
し
て
お
い
た｣

と
い
う
。
ま
た
幹
部
人
員
は

｢

共
産

党
員
で
も
構
わ
な
い｣
と
い
っ
た
五
カ
条
の
方
針
を
示
し
た

(�)
。

こ
の
背
景
に
は
、
開
戦
以
来
、
日
本
軍
が
占
領
地
に
設
け
て
き
た
様
々
な
親
日
組
織
が
思
う
よ
う
な
結
果
を
出
し
て
い
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
。
三
七
年
の
日
本
軍
の
上
海
占
領
か
ら
三
年
間
、
そ
の
施
策
は
例
え
ば
西
村
展
蔵
に
よ
る
天
下
一
家
思
想

(�)

、
維
新
政
府
治
下
の

民
衆
組
織
大
民
会
に
よ
る
民
徳
主
義
と
い
っ
た
形
で
喧
伝
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
前
者
が
最
終
的
に
天
皇
へ
の
帰
一
を
求
め
た
よ
う

に
、
こ
う
し
た
各
種
の

｢

主
義｣

に
象
徴
さ
れ
る
動
き
は
、
日
本
と
の
親
善
を
一
方
的
に
中
国
側
に
押
し
つ
け
る
点
で
共
通
し
て
お
り
、

結
果
と
し
て
中
国
の
民
衆
、
と
り
わ
け
青
年
層
を
惹
き
つ
け
る
も
の
と
な
ら
な
か
っ
た
。
和
平
人
士
で
さ
え

｢

上
海
辺
り
で
色
々
な
日

本
人
が
色
々
と
新
し
い
主
義
を
唱
へ
色
々
な
団
体
を
拵
へ
る
べ
く
目
論
ん
で
ゐ
て
、
そ
れ
を
検
討
し
て
見
る
と
、
多
く
は
中
国
を
満
洲

と
同
じ
様
に
考
へ
て
ゐ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
ね

(�)｣
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
中
国
側
の
気
持
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
岩
井
の

提
案
は
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
、
日
本
側
が
大
幅
に
譲
歩
し
た
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
っ
た
。

袁
殊
は
三
九
年
九
月
中
旬
に
新
政
党
結
成
の
手
順
を
整
え
、
下
旬
に
は
具
体
的
な
工
作
に
着
手
し

(『

現
状』

一
七
頁)

、
汪
精
衛
が

掲
げ
た

｢

和
平
・
反
共
・
建
国｣

に
代
わ
っ
て
自
主
的
に

｢

興
亜
建
国｣
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た

(

岩
井
一
〇
八
頁)

。｢

興
亜
建
国｣

と
い
う
言
葉
の
採
用
は
、
こ
れ
が
運
動
の
目
標

(�)
を
端
的
に
表
し
て
い
る
の
と
同
時
に
、
運
動
開
始
の
三
九
年
に
入
る
と
、｢

興
亜｣

と

東

洋

学

報

第
九
十
四
巻

98

九
八



い
う
言
葉
が
日
本
を
中
心
に
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。
ち
な
み
に
興
亜
院
の
設
置
は
前
年
の
一
二
月

で
あ
っ
た
。｢

興
亜｣

は
時
代
の
言
葉
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る

(�)

。

一
一
月
に
は
興
建
運
動
幹
部
八
名
が
岩
井
と
共
に
日
本
を
訪
問
し
、
総
理
大
臣
阿
部
信
行
・
枢
密
院
議
長
近
衛
文
麿
ら
と
会
談
し
た

(『

一
年』

六
一
―
六
六
頁)

。
こ
う
し
て
四
〇
年
一
月
下
旬
か
ら
二
月
中
旬
の
間
に
新
政
党
を
結
成
す
る
た
め
、
秘
密
裏
に
活
動
が
す
す

め
ら
れ
た

(『

現
状』
一
五
―
一
六
頁)

。

２

政
党
活
動
か
ら
文
化
思
想
運
動
へ

『

現
状』

に
よ
れ
ば
、
興
建
運
動
は

｢
一
党
専
制
の
政
治
形
態
を
断
乎
排
撃
し
、
民
意
を
代
表
す
る
合
法
的
な
る
各
種
勢
力
の
協
力

に
よ
る
民
主
政
治
の
実
現
を
要
請
し｣

、｢
当
初
の
間
は
長
江
流
域
の
城
市
を
中
心
と
し
、
将
来
は
漸
次
こ
れ
を
拡
大
深
化｣

す
る
こ
と

を
標
榜
し
た
。
ま
た
か
つ
て
の
所
属
に
関
係
な
く
運
動
に
賛
同
す
る
者
は
幹
部
に
も
登
用
す
る
と
し
た
。
た
だ
参
加
者
に
は

｢

過
去
に

於
て
三
ヶ
年
以
上
の
実
践
的
闘
争
生
活

[

政
治
活
動]
の
体
験
を
要
求
し｣

て
い
た

(『

現
状』

一
三
頁)

。
即
戦
力
の
重
視
も
、
こ
の
運

動
が
単
に
組
織
あ
り
き
で
は
な
く
、
具
体
的
な
活
動
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
う
し
た
興
建
運
動
の
勢
力
拡
大
は
、
汪
派
国
民
党
の
周
仏
海
の
疑
惑
を
招
い
た
。
周
仏
海
は
岩
井
や
袁
殊
の
活
動
が
共

産
党
と
通
じ
て
い
る
と
し
て
、
興
建
運
動
阻
止
を
謀
り
、
遂
に
は
、[
汪
派]

国
民
党
は
新
政
府
樹
立
か
ら
手
を
引
く
と
ま
で
主
張
し

た

(

岩
井
一
一
頁)

。
汪
を
中
心
と
す
る
和
平
反
共
救
国
運
動
は

｢

治
標｣
的

(
対
症
療
法
的)

で
あ
る
の
に
対
し
、
興
建
運
動
は

｢

治
本｣

的

(

治
し
方
が
根
本
的)

で
あ
る
と
い
っ
た
自
己
規
定
、
ま
た
興
建
運
動
が
新
政
権
へ
の
参
画
を
想
定
し
て
い
た
点

(『

現
状』

一
〇
―
一
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一
、
五
〇
頁)

も
、
周
仏
海
ら
を
刺
激
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
た
め
政
党
の
結
成
は
見
送
ら
れ

(�)

、
興
建
運
動
の
目
的
は
民
衆
を
対

象
と
し
た
文
化
思
想
運
動
へ
と
変
更
さ
れ
た

(

岩
井
一
四
二
・
四
四
二
頁)

。
こ
の
後
、
興
建
運
動
は
あ
く
ま
で
も

｢

汪
先
生
の
通
電
に

対
す
る
呼
応

(�)｣
で
、｢

客
観
的
、
側
面
的
に
は
新
生
国
民
党
の
工
作
を
助
け
、
支
持
し
て
い
る

(�)｣

と
さ
れ
た
。
ま
た
汪
派
国
民
党
と
比

較
し
な
が
ら
、
興
建
運
動
の
特
徴
と
し
て
、
政
治
的
背
景
が
無
い

(

直
接
政
治
に
関
わ
ら
な
い)

、
民
衆
に
重
点
を
置
い
て
い
る
、
具
体

的
行
動
を
持
た
な
い
と
い
っ
た
点
が
強
調
さ
れ
た

(�)
。

も
ち
ろ
ん
運
動
の
背
後
に
日
本
の
軍
・
外
務
省
が
関
係
し
て
い
る
点
、
ま
た
周
仏
海
と
の
争
い
の
後
に
は
汪
政
権
か
ら
資
金
提
供
を

受
け
る

(�)
な
ど
、
興
建
運
動
は
極
め
て
政
治
的
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
表
面
上
は
あ
く
ま
で
も
大
衆
を
対
象
と
し
た
文
化
的
な
運
動
で
あ

る
と
さ
れ
、
政
府
要
人
が
役
員
に
名
を
連
ね
た
大
民
会
と
維
新
政
府
の
関
係
と
は
異
な
り
、
興
建
運
動
幹
部
が
汪
政
権
の
中
枢
の
役
職

を
兼
ね
る
こ
と
も
な
か
っ
た

(�)
。
一
九
四
〇
年
二
月
一
六
日
、
上
海
礼
査
飯
店
で
興
建
運
動
は
一
般
に
公
開
さ
れ
、
そ
の
模
様
は
和
平
陣

営
の
新
聞
各
紙
は
も
ち
ろ
ん
、『

大
公
報』

な
ど
抗
戦
陣
営
の
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
た

(�)
。

３

興
建
運
動
参
加
者

｢

中
核
を
な
す
も
の
は
凡
て
二
十
代
の
支
那
青
年｣

と
い
う
の
は
誇
張
が
あ
る
も
の
の
、
三
九
年
の
活
動
開
始
時
点
で
は
中
心
人
物

の
袁
殊
も
二
八
歳
で
、
運
動
の
中
核
を
担
っ
た
人
々
が
比
較
的
若
か
っ
た
こ
と
は
興
建
運
動
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
ま
た

｢

彼
等
の
多
く

は
尚
学
窓
に
在
る
頃
よ
り
国
内
に
於
け
る
政
治
闘
争
、
文
化
工
作
、
労
働
運
動
等
に
参
加
し｣

、
か
つ
て
は

｢�
介
石
指
導
下
の
南
京

国
民
政
府
を
中
心
に

(

中
略)

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
傾
け
て
来
た｣

人
々
で
も
あ
っ
た

(『

現
状』

六
頁)

。
こ
れ
ま
で
の
親
日
組
織
が
反
共
・
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反�
介
石
と
い
っ
た
傾
向
を
持
っ
た
人
々
に
率
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
こ
れ
は
大
き
な
違
い
で
あ
っ
た
。
参
加
者
の
傾
向

は
、
機
関
誌

『

興
建』

が
募
集
し
た
懸
賞
文
藝
作
品
の
う
ち
、
舞
台
劇
の
シ
ナ
リ
オ
で
一
位
に
選
ば
れ
た
作
品
の
主
人
公

｢

斐
娜｣

が
、

抗
戦
陣
営
か
ら
和
平
陣
営
に
投
じ
た
二
一
歳
の
女
性
で
あ
っ
た
点
に
も
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る

(�)

。

こ
う
し
た
特
徴
は
関
係
者
の
前
歴

(�)
に
も
窺
え
る
。
国
民
党
関
係
者
は
、
陳
孚
木

(

監
察
委
員
・
交
通
部
次
長)

、
王
浩
然
・
白
星
洲

(

藍

衣
社)

、
招
勉
之

(
中
央
党
部
宣
伝
部)

、
唐
巽

(

Ｃ
・
Ｃ
系)

、
邱
笑
虹

(

中
央
党
部
、
Ｃ
・
Ｃ
系)

、
劉
農
輝

(

軍
事
委
員
会
政
治
部)

、
宜
菊

生

(

力
社
幹
事)

、�
国
珍

(
実
業
部
科
長)

と
、
特
務
機
関
で
の
活
動
経
験
者
が
多
い
。
共
産
党
の
関
係
者
と
し
て
は
袁
殊
の
他
に
、

魯
風

(

劉
慕
清)

・
翁
従
六
が
あ
っ
た
。
学
者
で
は�
益
之

(

中
央
政
治
学
校
・
復
旦
大
学
教
授)

・
楊
鴻
烈

(

中
国
公
学
・
河
南
大
学
教
授)

、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
は
張
季
平

(『
上
海
商
報』

・『

華
美
晩
報』)

・�
叔
衡

(『

上
海
大
晩
報』)

・
劉
祖
澄

(『

大
美
晩
報』

・『

雑
誌』)

・
沈
無

�(
中
国
聯
合
新
聞
社)

ら
が
参
画
し
た
。
ま
た

｢

中
国
の
菊
池
寛｣

と
称
さ
れ
た
張
資
平

(

創
造
社)

の
ほ
か
、
汪
正
禾

(�)

・
傅
彦
長

(�)

と

い
っ
た
作
家
も
参
加
し
、
張
は
文
化
委
員
会
主
席
に
就
任
し
た

(�)
。
労
働
組
合
関
係
者
で
は
徐
阿
梅
・
徐
国
痕
・
葉
麗
傑
・
呉
純
勃
等
の

名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
各
種
結
社
と
の
関
係
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
岩
井
は
紅
幇
と
関
係
の
あ
っ
た
王
浩
然
を
回
想
し
て
い

る

(

岩
井
一
二
〇
・
二
九
三
頁)

。

彼
ら
そ
れ
ぞ
れ
と
袁
殊
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
袁
殊
の
人
脈
が
基
礎
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で

あ
る

(

岩
井
一
一
九
頁)

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
興
建
運
動
が
財
界
に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
何
も
で
き
な
か
っ
た
の
も
、
袁
殊
が
こ
の
方

面
の
人
脈
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
は
大
民
会
が

｢

日
本
と
最
も
提
携
し
易
い
の
は
実
に
実
業
家
、

商
人
等
の
階
級｣

と
中
小
の
商
工
業
者
を
軸
に
組
織
化
を
進
め
て
い
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る

(�)
。

袁
殊
と
興
亜
建
国
運
動

関

第
九
十
四
巻

101

一
〇
一



４

興
建
運
動
の
組
織

興
建
運
動
の
組
織
は

『

現
状』

及
び

『

一
年』

の
記
述
が
詳
し
い

(

以
下
本
節
は
特
記
無
き
限
り
両
書
に
よ
る)

。
興
建
運
動
の
準
備
工

作
は
岩
井
公
館
を
本
拠
と
し
て
、
国
内
的
に
は
上
海
編
訳
社
と
い
う
名
称
で
始
ま
っ
た
。
総
顧
問
岩
井
英
一
、
主
幹
袁
殊
の
下
に
元
藍

衣
社
総
副
会
計
主
任
兼
上
海
区
総
会
計
の
白
星
洲
が
上
海
編
訳
社
社
長
に
就
任
し
、
主
幹
の
下
に
文
化
・
青
年
・
労
働
・
特
殊
民
衆

(

後
に
特
種
委
員
会
と
改
称)

・
専
門
の
各
委
員
会
と
軍
事�
公
室
が
設
け
ら
れ
た
。
以
下
、
設
置
さ
れ
た
部
署
を
列
挙
し
説
明
す
る
。

文
化
委
員
会

文
化
委
員
会
は
東
方
文
化
の
宣
揚
・
科
学
知
識
の
普
及
・
共
産
主
義
思
想
の
排
除
・
文
化
事
業
の
振
興
・
青
年
文
化
人
の
吸
収
な
ど

を
任
務
と
し
、
作
家
張
資
平
を
主
席
に
三
九
年
一
一
月
二
一
日
に
成
立
し
た
。
傘
下
に
は
藝
学
研
究
社
・
中
国
法
律
学
社
・
新
聞
学
会
・

文
理
図
書
公
司
が
お
か
れ
、『

新
文
苑』
月
刊
が
発
刊
さ
れ
た

(

三
九
年
一
一
月
一
五
日
創
刊)

。『

新
文
苑』

月
刊
は
純
文
藝
雑
誌
を
標

榜
し
、
管
見
の
限
り
直
接
興
建
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
あ
か
ら
さ
ま
な
政
治
宣
伝
よ
り
も
場
合
に

よ
っ
て
は
効
果
が
あ
る
と
い
う
判
断
に
基
づ
い
て
い
た
。

青
年
委
員
会

｢

青
年
は
国
家
の
柱
石｣

と
い
う
方
針
の
下
、
青
年
委
員
会
は
三
九
年
一
〇
月
二
五
日
に
成
立
し
た
。
主
席
に
は
学
生
運
動
に
関
わ
っ

て
き
た
唐
巽
が
就
き
、
呉
醒
亜
・
潘
公
展

(

共
に
袁
殊
と
関
係
の
深
い
人
物：

曾
龍
一
二
三
頁)

系
の
秘
密
結
社

｢

力
社｣

・｢

中
鋒
社｣

に

属
し
て
い
た
者
と
中
国
共
産
党
の
指
導
下
に
あ
っ
た
左
翼
青
年
学
生
が
多
く
参
加
し
た
。
初
期
の
工
作
で
は
国
民
党
の
青
年
組
織
で
あ

る
三
民
主
義
青
年
団
及
び
青
年
救
亡
協
会
か
ら
の
団
員
引
き
抜
き
を
行
う
と
と
も
に
、
上
海
の
主
要
な
大
学
・
中
学
の
内
部
に
支
部
を
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広
げ
た
。
傘
下
に
は
上
海
法
学
院
・
大
夏
・
曁
南
・
復
旦
・
光
華
・
交
通
・
東
呉
・
震
旦
の
各
大
学
な
ど
一
九
の
学
校
、
二
万
余
人
を

擁
し
た
と
い
う
。
興
建
運
動
は

｢

日
中
両
国
青
年
の
真
摯
な
る
団
結
を
以
て
そ
の
原
動
力
と
な
す｣

と
い
う
方
針
で
、
青
年
層
の
獲
得

が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
開
始
か
ら
一
年
で
か
な
り
の
成
果
を
挙
げ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

刊
行
物

『
新
青
年』

半
月
刊

(

三
九
年
一
一
月
二
〇
日
創
刊)

の
編
集
方
針
は
、｢

既
に
前
進
目
標
を
見
失
つ
て
思
想
的
に
彷
徨
し

つ
つ
あ
る
青
年
に
正
し
き
目
標
を
与
へ
、
こ
れ
を
善
導
し
、
以
て
興
建
運
動
に
参
加｣

さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
発
行
部
数
は
当
初
千

部
で
あ
っ
た
が
、
一
年
後
に
は
一
万
部
を
超
え
、
さ
ら
に
二
カ
月
以
内
に
五
万
部
の
発
行
が
準
備
さ
れ
る
な
ど
、
読
者
は
拡
大
し
つ
つ

あ
っ
た
と
い
う
。

労
働
委
員
会

労
働
委
員
会
は
労
働
大
衆
の
生
活
改
善
な
ら
び
に
そ
の
文
化
及
び
教
育
の
水
準
向
上
を
目
的
と
し
て
三
九
年
一
〇
月
五
日
、
紅
幇
と

も
関
係
の
深
い
王
浩
然
を
主
席
に
成
立
し
た
。
興
建
運
動
は
政
治
勢
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
、
上
海
の
労
働
者
の
動
向
を
重
視
し
、

彼
ら
が
思
想
的
に
は
共
産
党
に
惑
わ
さ
れ
、
現
実
生
活
は

｢

工
棍｣

(

労
働
者
の
ご
ろ
つ
き)

に
握
ら
れ
て
改
善
が
み
ら
れ
な
い
、
と
指

摘
し
て
い
た
。
労
働
委
員
会
は

｢

反
共
・
和
平｣

｢

労
働
者
の
生
活
改
善｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
組
織
拡
大
を
進
め
、
五
六
の
工
会
を
傘

下
に
、
直
接
間
接
に
三
七
万
七
千
余
人
を
領
導
し
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
は
既
存
の
組
織
を
そ
の
ま
ま
傘
下
に
お
さ
め
た
も
の
が
多
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
四
〇
年
六
月
に
は
、
労
働
運
動
の
経
験
者
を
幹
部
工
作
員
と
し
、
各
団
体
へ
工
作
方
針
を
指
示
す
る
第
二
期
組
織
工

作
が
始
ま
っ
た
。
傘
下
に
は
労
働
者
子
弟
を
教
え
る
建
光
第
一
小
学
校

(
三
〇
〇
人
強)

が
滬
東
に

(

三
九
年
一
一
月
一
日
開
校)

、
第
二

小
学
校

(

二
〇
〇
人
強)

が
浦
東
に
、
消
費
合
作
社
の
建
華
商
店
が
滬
東

(

楊
樹
浦
路)

・
滬
西

(

膠
州
路
と
労
勃
生
路
の
交
差
点)

に
そ
れ
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ぞ
れ
設
け
ら
れ
、
学
校
に
は
入
学
希
望
者
が
殺
到
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
労
働
者
向
け
の
商
店
・
学
校
な
ど
も
当
事
者
の
予
想
を
超

え
る
組
織
化
に
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
頃
上
海
の
日
本
占
領
地
で
物
価
の
高
騰
な
ど
が
労
働
者
を
苦
し
め
、
争
議
が
頻
発

し
て
い
た

(�)
こ
と
も
、
労
働
委
員
会
の
活
動
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

刊
行
物

『
労
働
者』

半
月
刊

(

三
九
年
一
一
月
一
五
日
創
刊)

は
、
中
国
の
生
存
・
民
族
の
独
立
に
労
働
者
も
資
す
る
こ
と
を
謳
い
、

少
な
く
と
も
四
、
五
期
ま
で
は
、
労
働
者
の
生
活
や
ス
ト
に
関
す
る
情
報
で
誌
面
が
埋
め
ら
れ
た
。
管
見
で
は
八
期
に
興
建
運
動
要
綱

の
掲
載
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
こ
に
漸
進
的
に
支
持
者
を
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う
編
集
方
針
が
窺
え
る

(�)

。
同
誌
四
期
は

｢

十
二
月�
工

潮
概
况｣

と
し
て
三
九
年
同
月
の
上
海
に
お
け
る
祥
茂
肥�
廠
・
密
豊
絨
綫
廠
・
中
国
国
貨
公
司
・
永
安
紡
織
三
廠
な
ど
二
〇
カ
所
を

越
え
る
工
場
の
労
働
争
議
の
事
情
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
動
き
は

『

申
報』

か
ら
も
窺
え
る

(�)

。
ま
た

『

申
報』

は
、
和
平
派
の

労
働
団
体
の
活
動
も
危
機
感
を
持
っ
て
伝
え
て
い
る

(�)
。
当
時
上
海
で
は
、
中
華
工
人
福
益
会

(

上
海
市
長
傅
宗
耀
系)

や
上
海
工
運
協
進

会

(

汪
派
国
民
党
系)

等
の
団
体
も
活
動
し
て
お
り

(�)
、
興
建
運
動
に
も
そ
の
関
係
者
が
含
ま
れ
て
い
た

(�)

。
流
動
化
す
る
上
海
の
労
働
運

動
の
中
で
、
興
建
運
動
も
そ
の
一
角
を
占
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

専
門
委
員
会

専
門
委
員
会
は
興
建
運
動
の
発
展
に
伴
い
張
修
明

(�)
を
主
席
に
三
九
年
一
二
月
に
置
か
れ
、
新
聞
・
法
律
・
教
育
・
言
語
の
専
門
に
分

か
れ
て
い
た
。
新
聞
部
門
で
は
上
海
新
聞
記
者
聯
誼
社
を
設
け
、
和
平
派
の
新
聞
記
者
だ
け
で
な
く
、
抗
戦
派
で
あ
っ
て
も
和
平
の
動

き
に
心
を
寄
せ
る
記
者
、
及
び
両
派
の
記
事
を
掲
載
す
る
地
方
紙
の
記
者
を
組
織
し
た
。
ま
た

『

上
海
記
者』

月
刊
の
発
行
、
記
者
間

の
定
期
的
茶
話
会
の
開
催
、
新
聞
学
校
の
設
置
な
ど
で
、
浙
江
・
江
蘇
・
安�
に
組
織
を
広
げ
た
。
法
律
部
門
で
は
、
政
治
に
関
心
の
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あ
る
弁
護
士
を
法
律
学
舎
に
組
織
し
た
。
当
初
彼
等
の
大
部
分
は
興
建
運
動
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
が
、
徐
々
に
運
動
に
接
近
す
る

者
が
増
え
た
と
い
う
。
教
育
部
門
で
は
教
学
方
面
の
研
究
の
ほ
か
、｢

新
時
代
教
育
諸
問
題｣

と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
座
談
会
が
設
け
ら

れ
た
。
言
語
部
門
は
当
初
は
翻
訳
団
体
で
、
外
国
文
学
の
素
養
の
あ
る
青
年
が
集
め
ら
れ
た
が
、
徐
々
に
同
一
の
目
的

[

興
亜
建
国]

に
向
け
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
各
委
員
会
は
時
に
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
活
動
を
行
っ
た

(�)

。
こ
の
ほ
か
に
も
経
済
委
員
会
の
設
立
と
財
界
有
力
者
の
結
集
が

予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
興
建
運
動
は
経
済
分
野
へ
は
力
を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
ず
、
実
際
経
済
委
員
会
が
具
体
的
な
行
動
を
起

こ
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
反
省
さ
れ
て
い
た
。

特
殊
民
衆
委
員
会
・
軍
事�
公
室

青
幇
・
紅
幇
の
幇
員
獲
得
・
再
組
織
は
運
動
の
発
展
に
不
可
欠
と
の
判
断
か
ら
、
特
殊
民
衆
委
員
会

(

後
に
特
種
委
員
会)

が
設
置
さ

れ
、
傘
下
に
安
清
・
洪
門
・
宗
教
の
三
部
門
が
置
か
れ
た
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
国
民
党
・
共
産
党
双
方
の
特
務
機
関
、
さ
ら
に
杜
月

笙
ら
と
の
関
係
を
背
景
に
、
袁
殊
が
各
種
結
社
の
引
き
出
し
を
計
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
各
抗
日
游
撃
部
隊
及
び
各
地

の

｢

匪
徒｣

を
収
編
整
理
し
、
日
本
軍
当
局
お
よ
び
新
中
央
政
権
に
協
力
さ
せ
る
た
め
軍
事�
公
室
が
設
置
さ
れ
た
。

主
幹
直
属
事
業

興
建
運
動
は
様
々
な
出
版
活
動
に
関
係
し
た
点
に
も
特
徴
が
あ
っ
た
。
主
幹
の
傘
下
に
、『

興
建』

月
刊

(

三
九
年
一
〇
月
一
〇
日
創

刊)

、『

新
東
方
報』

三
日
刊

(

三
九
年
一
一
月
一
日
創
刊)

な
ど
の
雑
誌
が
置
か
れ
た

(『

興
建
運
動』

二
四
頁)

他
、
上
海
で
三
八
年
か
ら

刊
行
さ
れ
暫
時
休
刊
し
て
い
た
総
合
雑
誌

『

雑
誌』

半
月
刊
も
、
興
建
運
動
傘
下
で
復
刊
し
た
。
内
容
は
従
来
の
方
針
が
踏
襲
さ
れ
、
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漸
進
的
な
支
持
拡
大
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
こ
う
し
た
媒
体
普
及
の
た
め
建
東
印
刷
所
、
新
光
通
訊
社

(

一
〇
月
二
五
日
営
業
開
始)

も
組

織
さ
れ
た
。
こ
の
他
重
慶
国
民
政
府
の
支
配
地
域
に
限
定
し
、
香
港
・
桂
林
・
重
慶
・
上
海
で
活
動
す
る
非
常
工
作
部

(

一
一
月
活
動

開
始)

が
設
置
さ
れ
た

(�)
。

三

興
建
運
動
に
対
す
る
反
応

１

中
国
で
の
反
応

で
は
興
建
運
動
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
複
数
の
史
料
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。
一
つ
は
機
関
誌

『

興
建』

の
募
集
し
た
文
藝
作
品

(
懸
賞)

へ
の
反
応
で
あ
る
。『

興
建』

は
四
〇
年
七
月
ま
で
運
動
に
関
す
る
論
文
・
文
藝
作
品
・
歌

詞
を
募
集
し
、
論
文
八
六
二
件
、
文
藝
一
三
八
六
件

(

う
ち
創
作
小
説
六
三
九
件
、
舞
台
脚
本
四
五
〇
件
、
映
画
脚
本
二
九
七
件)

、
歌
詞
一

五
四
五
件
が
集
ま
っ
た
。
優
秀
作
品
は

『

興
建』
に
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
賞
金
が
授
与
さ
れ
た
。
投
稿
者
の
居
住
地
は
華
北
四
一
％
、

華
中
三
五
％
、
華
南
一
五
％
、
そ
の
他

(

抗
戦
区
域
及
び
国
外)

九
％
の
割
合
で
あ
っ
た

(『

興
建
運
動』

二
三
―
二
四
頁)

。
こ
こ
か
ら
多

く
の
支
持
が
あ
っ
た
と
即
断
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
上
海
以
外
の
地
域
か
ら
も
か
な
り
反
応
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

興
建
運
動
の
拡
大
に
は
こ
の
時
期
の
社
会
の
雰
囲
気
も
追
い
風
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
当
時

『

申
報』

は
上
海
の
経
済
界
に
蔓

延
す
る
和
平
の
風
説
を
攻
撃
し

(�)
、『

大
陸
新
報』

は

｢

教
育
界
、
文
化
界
が
抗
日
意
識
を
清
算｣

し
和
平
団
体
を
組
織
し
て
い
る
様
子

(�)

、

大
学
・
専
門
学
校
教
職
員
の
和
平
陣
営
へ
の
参
加

(�)
、
上
海
の
大
学
生
組
織
の
間
に
生
じ
た
和
平
派
と
抗
戦
派
の
対
立

(�)
等
を
伝
え
て
い
た
。

ま
た
重
慶
中
央
放
送
局
よ
り

｢

興
建
運
動
の
首
脳
部
陳
孚
木
、
張
資
平
等
が
汪
派
に
投
じ
文
化
界
そ
の
他
に
働
ら
き
か
け
和
平
運
動
を
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続
け
て
ゐ
る
事
は
国
民
を
裏
切
る
漢
奸
な
り｣

と
い
っ
た
放
送
も
行
わ
れ
て
い
た

(�)

。
こ
の
時
期
重
慶
で
は
和
平
派
の
結
社
の
組
織
や

(�)

、

和
平
派
の
伝
単

(

宣
伝
ビ
ラ)

が
散
布
さ
れ
る

(�)
こ
と
も
あ
り
、
重
慶
当
局
が
和
平
陣
営
の
動
き
に
極
め
て
敏
感
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。

２

日
本
で
の
反
応

一
九
四
〇
年
二
月
の
興
建
運
動
公
開
の
前
後
か
ら
、
上
海
の
日
本
語
紙
で
は
袁
殊
・
陳
孚
木
の
論
稿
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

(�)

、

ま
も
な
く
そ
の
動
き
は
日
本
国
内
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
日
中
関
係
が
新
た
な
局
面
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
期
待
感
と
あ
い
ま
っ
て
、

興
建
運
動
は
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
一
書
房
発
行
の
文
化
雑
誌

『

セ
ル
パ
ン』

(

四
〇
年
四
月
号)

の
特
集

｢

東
亜
言
論
人
の
交
流｣

で
は
、
中
国
人
四
名
の
論
考
の
う

ち
三
名
を
興
建
運
動
関
係
者
が
占
め
た
。
編
集
者
は

｢

若
々
し
い
情
熱
こ
そ
興
亜
中
国
の
新
生
命
を
象
徴
す
る
も
の
で

(

中
略)

日
本

側
か
ら
も
元
気
な
声
援
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い

(�)｣
と
述
べ
、
ま
た
半
谷
高
雄
が
興
建
運
動
の
様
子
を
伝
え
た

(�)

。
同
誌
は
翌
五
月
号
で
も

特
集

｢

こ
れ
か
ら
の
日
本
と
中
国｣

に
、
興
建
運
動
か
ら
陳
孚
木
・
陶
楽
天
・
唐
巽
の
論
稿
を
掲
載
し
た
。

日
本
評
論
社
発
行
の
総
合
雑
誌

『

日
本
評
論』

(

四
〇
年
五
月
号)
は

｢

日
支
合
作
の
問
題｣

と
い
う
特
集
を
組
み
、
本
誌
で
周
仏
海
・

陳
公
博
の
論
稿
を
掲
載
、
別
冊
附
録

『

新
支
那
読
本』

掲
載
の
中
国
側
の
三
論
文
は
全
て
興
建
運
動
メ
ン
バ
ー
が
占
め
た
。
同
じ
く
附

録
掲
載
の
澤
村
一
夫

｢

新
中
央
政
府
と
青
年
層｣

は
、
興
建
運
動
を

｢
上
海
を
中
心
と
し
て
青
年
層
、
労
働
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た

新
支
那
唯
一
の
民
衆
組
織｣

と
し
て
紹
介
し
、｢

運
動
の
将
来
性
は
刮
目
し
て
期
待
し
得
る｣

と
評
し
た

(�)
。
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こ
の
頃
、
興
建
運
動
を
間
近
で
見
た
日
本
人
の
一
人
に
児
玉
誉
士
夫
が
い
る
。
児
玉
は
河
相
達
夫
を
通
じ
て
岩
井
英
一
へ
紹
介
さ
れ
、

興
建
運
動
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

(�)
。
岩
井
は
、
後
に
児
玉
が
日
本
で
組
織
し
た
興
亜
青
年
運
動
本
部
も
興
建
運
動
に
よ
っ
て
何
ら

か
の
影
響
を
受
け
た
と
推
測
す
る

(

岩
井
一
四
九
―
一
五
〇
頁)

。
実
際
児
玉
は
岩
井
ら
の
活
動
を
肯
定
的
に
回
想
し
て
お
り

(�)

、
中
国
で

の
見
聞
も
活
動
に
刺
激
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。

で
は
児
玉
は
袁
殊
ら
の
活
動
を
い
か
に
見
て
い
た
の
か
。
三
九
年
一
一
月
の
私
信
の
中
で
、
児
玉
は
日
中
の
青
年
が
ど
こ
に
一
致
点

を
見
出
し
て
い
く
の
か
に
不
安
を
抱
き
つ
つ
も
、
そ
れ
を
見
出
す
べ
く
大
い
に
努
力
し
て
い
く
決
意
を
表
し
て
い
る
。
四
二
年
三
月
、

南
京
で
汪
精
衛
と
会
見
し
た
際
に
は
、
袁
殊
等
の
青
年
運
動
を
中
国
屈
指
と
評
価
し
て
い
る

(�)

。

こ
の
他
に
も
袁
殊
と
交
流
の
あ
っ
た
日
本
人
が
確
認
で
き
る
。
袁
殊
上
京
時
に
笠
木
良
明

(

満
鉄
・
大
亜
細
亜
建
設
社)

が
設
け
た
宴

席
が
参
考
と
な
ろ
う
。
そ
こ
に
は
外
務
省
関
係
で
は
岩
田
冷
鉄
・
高
瀬
侍
郎
、
右
翼
で
は
河
飯
捨
蔵
・
三
浦
義
一

(

国
策
社)

・
片
岡
駿

(

ま
こ
と
む
す
び
社)

・
狩
野
敏

(

行
地
社)

、
満
洲
国
関
係
で
は
岸
要
五
郎

(

副
県
長
な
ど
歴
任)

・
奥
戸
足
百

(

軍
政
部
顧
問
部
嘱
託)

ら
が

確
認
で
き

(『

一
年』

巻
頭
写
真
頁)

、
大
亜
細
亜
建
設
社
関
係
者
を
中
心
に
、
興
建
運
動
へ
の
関
心
が
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

実
際
袁
殊
も
同
社
名
刺
交
換
名
簿
に
厳
軍
光
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る

(�)
。
一
方
、
興
建
運
動
で
は
近
衛
の
東
亜
新
秩
序
声
明
を
重
視
し

て
い
た
も
の
の
、
近
衛
文
麿
ブ
レ
ー
ン
と
の
直
接
の
関
係
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

３

汪
政
権
成
立
後
の
興
建
運
動

興
建
運
動
は
汪
政
権
成
立
後
も
順
調
に
発
展
し
、
一
九
三
九
年
九
月
以
来
、
直
接
運
動
に
関
わ
っ
た
学
生
は
一
万
有
余
人
、
組
織
さ
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れ
た
労
働
大
衆
は
五
〇
余
万
に
及
ん
だ
と
い
う

(�)

。
ま
た
汪
政
権
の
憲
政
実
施
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
四
〇
年
九
月
か
ら

『

憲
政
月
刊』

の
刊
行
を
開
始
、
一
一
月
か
ら
は
日
刊
紙

『

新
中
国
報』

を
発
行
す
る
な
ど
、
組
織
は
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
時
期
、
汪
精
衛
は
よ
り
強
力
な
民
衆
組
織
結
成
に
動
き
出
し
て
い
た
。
そ
れ
が
東
亜
聯
盟
運
動
で
あ
る
。
柴
田
哲
雄
に

よ
れ
ば
、
東
亜
聯
盟
の
結
成
に
は
華
中
の
日
本
軍
の
意
向
も
強
く
働
い
て
い
た
も
の
の
、
汪
政
権
側
も
東
亜
聯
盟
の

｢

政
治
独
立｣

の

規
定
な
ど
か
ら
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
側
面
が
あ
っ
た
と
い
う

(�)
。
筆
者
も
大
筋
で
こ
の
見
解
は
的
を
射
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
四

〇
年
一
一
月
の
東
亜
聯
盟
中
国
同
志
会
の
結
成
、
さ
ら
に
四
一
年
二
月
の
東
亜
聯
盟
中
国
総
会
発
足
の
背
景
に
は
、
こ
れ
を
憲
法
制
定

の
国
民
大
会
の
代
わ
り
に
し
よ
う
と
の
汪
政
権
の
意
図
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
四
〇
年
九
月
九
日
、
憲
政

実
施
委
員
会
は
翌
年
一
月
一
日
の
国
民
大
会
召
集
を
決
議
し
て
い
た

(�)
。
ま
さ
に
国
民
大
会
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
東
亜
聯
盟
運
動
が
具

体
化
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
〇
年
一
二
月
一
七
日
、
興
建
運
動
本
部
は
解
散
し
た
。｢

解
消
声
明
書｣

は
、
以
後
汪
精
衛
の
指
導
に
従
い
、
国
民
党
を
中
心
と

し
て
尊
重
し
、
孫
中
山
の
大
ア
ジ
ア
主
義
を
守
っ
て
東
亜
聯
盟
の
結
成
に
協
力
す
る
と
謳
い

(『

興
建
運
動』

二
八
―
二
九
頁)

、
翌
年
二

月
一
日
に
東
亜
聯
盟
中
国
総
会
へ
合
流
し
た
。

た
だ
興
建
運
動
の
解
散
は
、
必
ず
し
も
そ
の
終
息
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
袁
殊
ら
の
活
動
は
汪
政
権
全
体
の
動
き
に
包
摂
さ

れ
る
中
で
、
重
要
な
一
角
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
東
亜
聯
盟
中
国
総
会
で
、
袁
殊
は
宣
伝
委
員
会
副
主
任
委
員
に
就
任

(�)

、
清
郷
工
作

開
始
後
は
政
治
工
作
団
団
長

(�)
、
さ
ら
に
江
蘇
省
教
育
庁
長
と
な
り

(�)
、
汪
政
権
に
直
接
関
わ
っ
て
い
く
。
言
論
活
動
で
も
、『

興
建』

月

刊
こ
そ
終
刊
し
た
も
の
の
、『

憲
政
月
刊』

は

『

政
治
月
刊』

と
名
を
改
め
て
四
五
年
五
月
ま
で
発
行
さ
れ

(�)
、｢『

政
治
月
刊』

を
買
え
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ば
、
他
の
刊
行
物
は
読
む
必
要
な
し｣

と
称
さ
れ
る
ま
で
に
な
る

(�)

。
ま
た
興
建
運
動
の
傘
下
に
あ
っ
た
総
合
雑
誌

『

雑
誌』

半
月
刊
も

四
五
年
八
月
ま
で
刊
行
を
続
け
た
。
新
聞
界
で
は

『

新
中
国
報』

が
継
続
し
た
他
、『

新
聞
報』

の
よ
う
に

『

新
中
国
報』

か
ら
総
編

輯
他
の
多
数
の
記
者
が
送
り
込
ま
れ
た
新
聞
も
あ
っ
た

(

岩
井
一
三
頁)

。
運
動
が
実
質
的
に
汪
政
権
内
部
に
残
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
の

組
織
力
や
言
論
活
動
が
汪
政
権
に
と
っ
て
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
興
建
運
動
は
汪
政
権
成
立
前
夜
の
和
平
運
動

の
中
で
も
際
立
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

結

語

本
稿
で
は
興
建
運
動
の
登
場
か
ら
解
散
ま
で
を
、
運
動
の
経
過
・
人
員
・
組
織
を
中
心
に
明
ら
か
に
し
た
。
運
動
の
中
心
と
な
っ
た

袁
殊
は
、
国
民
党
と
の
関
係
を
基
盤
に
早
く
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
、
共
産
党
入
党
後
は
、
上
海
領
事
館
の
岩
井
英
一

と
も
情
報
を
や
り
取
り
す
る
関
係
で
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
、
汪
精
衛
が
和
平
運
動
を
始
め
る
と
、
袁
殊
と
岩
井
の
関
係
を
基
盤
に
運

動
が
組
織
さ
れ
た
。
興
建
運
動
は
日
本
の
要
請
で
組
織
さ
れ
た
も
の
の
、
活
動
を
担
っ
た
の
は
そ
れ
ま
で
抗
日
陣
営
に
あ
っ
た
活
動
家

や
文
化
人
・
大
学
教
授
、
国
民
党
・
共
産
党
と
関
係
を
持
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
点
、
労
働
団
体
や
学
生
・
青
年
を
運
動
の
担
い
手
に
組

織
し
よ
う
と
し
た
点
な
ど
で
、
従
来
の
和
平
陣
営
の
運
動
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
活
動
は
中
国
側

に
任
さ
れ
、
そ
の
自
主
性
が
認
め
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
興
建
運
動
が
展
開
し
た
汪
政
権
成
立
前
夜
は
、
国
民
大
会
開
催
が
予
定
さ
れ
る

な
ど
、
汪
派
拡
大
の
可
能
性
が
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
学
生
や
労
働
者
に
的
を
絞
っ
た
こ
と
に
加
え
、
こ
う
し
た
事
情
も
あ
い
ま
っ
て
、

興
建
運
動
は
従
来
の
和
平
団
体
と
比
べ
て
急
速
に
拡
大
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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残
念
な
が
ら
興
建
運
動
に
関
す
る
史
料
は
、
運
動
の
刊
行
物
や
日
本
側
の
文
書
が
中
心
で
、
管
見
の
限
り
中
国
の�
案
館
に
関
係
す

る
史
料
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
夙
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
当
時
の
中
国
新
聞
が
、
抗
戦
陣
営
・
和
平
陣
営
双
方
共
に
、
積
極
的
に

対
抗
す
る
相
手
側
の
動
き
を
報
道
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
、
興
建
運
動
を
含
む
和
平
陣
営
を
、
異
な
る
視
点
か
ら
評
価
す
る
こ

と
を
難
し
く
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
労
働
委
員
会
の

『

労
働
者』

半
月
刊
が
取
り
上
げ
た
労
働
争
議
は
、
抗
戦
陣
営
の

『

申
報』

や

国
際
労
働
機
関
中
国
分
局
に
よ
る

『

国
際
労
工
通
訊

(�)』
も
同
様
に
報
じ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
活
動
は
少
な
く
と
も
当
時
の

上
海
の
労
働
界
の
事
情
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、『

大
陸
新
報』

が
伝
え
る
よ
う
に
、
重
慶
政
府
が
興
建
運
動
を
手
厳
し
く
非
難
し
た
こ
と
は
、
抗
戦
陣
営
の

動
揺
を
抑
え
る
こ
と
が
目
的
と
思
わ
れ
る
が
、
図
ら
ず
も
彼
ら
の
興
建
運
動
へ
の
警
戒
感
を
伝
え
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
満
洲
国
協
和
会

や
華
北
の
新
民
会
か
ら
も
視
察
が
来
た
こ
と
、
周
仏
海
が
興
建
運
動
を
非
常
に
警
戒
し
た
こ
と
、
運
動
解
散
後
も
汪
政
権
が
彼
等
を
取

り
込
ん
だ
こ
と
等
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
興
建
運
動
が
公
称
す
る
動
員
人
数
に
多
少
の
誇
張
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
運
動
が
和
平

陣
営
に
お
い
て
相
応
の
力
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
、
無
理
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
興
建
運
動
一
年
目
の
報
告

『

興
建

第
一
年』

が
、
成
果
の
み
な
ら
ず
自
ら
達
成
で
き
な
か
っ
た
課
題
に
つ
い
て
も
、
は
っ
き
り
言
及
し

(

そ
う
で
な
け
れ
ば
報
告
書
の
意
味

が
な
い
が)

、
決
し
て
総
花
式
の
も
の
で
な
か
っ
た
点
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

興
建
運
動
で
は
、｢

こ
の
戦
争
で
中
国
は
負
け
た
わ
け
で
は
な
い｣

｢
日
本
の
中
国
へ
の
攻
撃
は
誤
り
で
あ
っ
た｣

｢

日
本
が
変
ら
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
ふ
た
た
び
我
々
は
抗
戦
陣
営
に
戻
る｣

と
い
っ
た
、
従
来
の
親
日
団
体
で
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
主
張
も
登
場
す
る
。

時
に
日
本
に
対
し
て
な
さ
れ
た
こ
う
し
た
厳
し
い
批
判
も
、
和
平
か
抗
日
か
を
決
め
か
ね
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
耳
目
に
入
り
易
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い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
興
建
運
動
の
主
張
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
す
る

(�)

。

一
方
、
興
建
運
動
の
存
在
は
、
日
本
に
と
っ
て
は

｢

暴
支
膺
懲｣

に
代
表
さ
れ
る
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
対
中
国
方
針
が
大
き
な
変
更

を
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
民
衆
の
支
持
を
取
り
付
け
る
た
め
と
は
い
え
、
結
果
と
し
て
そ
れ
ま
で
抗
日
陣
営
に
あ
っ
た

国
民
党
特
務
や
共
産
党
関
係
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
点
は
皮
肉
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
和
平
陣
営
に
お
い
て
も
学
生
や
労
働
団
体

に
的
を
絞
っ
た
運
動
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
獲
得
が
日
本
占
領
地
内
の
政
権
の
帰
趨
を
左
右
す
る
と
い
う
意
識

が
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
示
し
て
い
よ
う
。

で
は
興
建
運
動
は
、
共
産
党
に
と
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
か
。
興
建
運
動
に
袁
殊
が
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
共
産
党
は

対
日
和
平
陣
営
へ
の
よ
り
密
な
情
報
ル
ー
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。
共
産
党
が
こ
れ
に
よ
っ
て
積
極
的
な
行
動
を
考
え

て
い
た
と
ま
で
は
即
断
で
き
な
い
が
、
潘
漢
年
が
袁
殊
を
通
じ
て
汪
精
衛
と
も
会
見
し
て
い
る

(

岩
井
一
六
五
頁)

こ
と
を
考
え
れ
ば
、

少
な
く
と
も
共
産
党
が
和
平
陣
営
と
の
間
に
何
か
あ
っ
た
場
合
に
備
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
興
建
運
動
以
来
の
新
聞
社
・

雑
誌
社
は
共
産
党
地
下
党
員
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
役
割
を
も
果
た
し
、
日
本
軍
に
拘
束
さ
れ
た
共
産
党
員
が
、
袁
殊
を
通
じ
て
釈

放
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

(

曾
龍
二
四
二
―
二
四
三
頁)

。

最
後
に
袁
殊
の
そ
の
後
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
日
本
の
敗
戦
後
、
袁
殊
は
重
慶
の
軍
事
委
員
会
調
査
統
計
局

(

軍
統)

よ

り
忠
義
救
国
軍
中
将
に
叙
さ
れ
る
が
、
四
五
年
一
〇
月
に
は
蘇
北
の
共
産
党
支
配
地
区
へ
移
り
曾
達
斎
と
改
名
し
た
。
四
六
年
華
東
局

連
絡
部
第
一
工
作
委
員
会
主
任
に
就
任
し
た
。
四
七
年
秋
に
は
大
連
へ
移
り
、
博
古
堂
経
理
の
名
義
で
、
対
香
港
貿
易
や
帰
国
す
る
日

本
人
に
関
す
る
工
作
に
従
事
し
た

(

曾
龍
二
五
〇
・
二
五
四
・
二
五
六
頁)

。
こ
の
時
期
の
袁
殊
に
会
っ
た
こ
と
を
、
後
年
天
野
元
之
助
が
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回
想
し
て
い
る

(�)
。
そ
の
後
四
八
年
三
月
に
国
民
政
府
か
ら
は
漢
奸
と
し
て
逮
捕
令
が
出
さ
れ
て
い
る

(�)

。
五
五
年
、
戦
時
中
の
日
本
と
の

関
係
を
疑
わ
れ
た
潘
漢
年
が
逮
捕
さ
れ
る

(

潘
漢
年
・
楊
帆
事
件)

と
、
袁
殊
も
連
坐
す
る
。
そ
の
後
二
〇
余
年
を
獄
中
で
過
ご
し
た
後
、

釈
放
さ
れ
た
。
八
二
年
に
名
誉
回
復
さ
れ
、
八
七
年
に
死
去
、
北
京
八
宝
山
革
命
公
墓
に
葬
ら
れ
た

(

曾
龍
二
四
・
二
八
四
・
三
一
一
頁)

。
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註

(

１)���������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������

1972�����������������������������������
������������������������������������������������
�����������������������������

1972�
(

２)

近
年
日
本
で
出
版
さ
れ
た
研
究
書
に
限
っ
て
も
、
柴
田
哲
雄

『

協
力
・
抵
抗
・
沈
黙

汪
精
衛
南
京
政
府
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

対
す
る
比
較
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ』
(

成
文
堂
、
二
〇
〇
九
年)

、
堀
井

弘
一
郎

『

汪
兆
銘
政
権
と
新
国
民
運
動

動
員
さ
れ
る
民
衆』

(

創
土
社
、
二
〇
一
一
年)

、
土
屋
光
芳

『｢

汪
兆
銘
政
権｣
論』

比
較
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
考
察』

(

人
間
の
科
学
社
、

二
〇
一
一
年)

が
あ
る
。
中
国
で
も
張
生
他

『

日
偽
関
係
研
究

以
華
東
地
区
為
中
心』

(

南
京
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年)

の
よ
う
に

従
来
の

｢

漢
奸
論｣

の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
研
究
が
登
場
し
て
い
る
。

(

３)

金
雄
白

『

汪
政
権
的
開
場
与
収
場』

李
敖
出
版
社
、
一
九
八
八

年
。

(

４)

劉
心
皇

『

抗
戦
時
期
淪
陥
区
文
学
史』

成
文
出
版
社
、
一
九
八

〇
年
、
八
四
―
八
八
頁
。

(

５)

劉
傑

｢

汪
兆
銘
政
権
の
樹
立
と
日
本
の
対
中
政
策
構
想｣

『

早

稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究』

五
〇
号
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
、
一
四

六
・
一
五
四
頁
。

(

６)

房
建
昌｢

従
日
文�
案
看�
岩
井
機
関�
与�
興
亜
建
国
運
動�

始
末｣

『�
案
史
料
与
研
究』

二
〇
〇
二
年
三
期
、
七
二
―
七
八
頁
。

(

７)

高
綱
博
文｢

日
本
占
領
下
上
海
に
お
け
る
日
中
要
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
記
録

木
村
英
夫
著

『

亜
細
亜
再
建
秘
録

敗
戦
前
夜』

の

解
説｣

『

十
五
年
戦
争
極
秘
資
料
集
補
巻
一
九』

(

不
二
出
版
、
二
〇

〇
二
年)

。

(

８)
『

興
亜
建
国
運
動
と
其
現
状』

一
九
三
九
年
一
二
月
、
外
務
省

外
交
史
料
館
、
支
那
政
党
、
結
社
関
係
雑
件
、
二
二
、
興
亜
建
国
運

動
。
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー�

02031687000
(

以
下
番
号
の

み)
。
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(
９)

邵
華

(

一
九
〇
一
―
七
三)：

安�
頴
上
人
。
大
夏
大
学
教
育

系
卒
業
後
、
第
二
七
軍
政
治
部
主
任
、
国
民
党
中
央
宣
伝
部
幹
事
、

国
民
党
安�
省
党
部
委
員
等
歴
任
。
徐
友
春
主
編

『

民
国
人
物
大
辞

典

(

増
訂
版)』

河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年

(

以
下

『

民
国

人
物
大
辞
典』)
、
七
八
三
頁
。

(

10)

劉
真
如

(
一
九
〇
五
―
四
七)：

安�
渦
陽
人
。
大
夏
大
学
卒

業
後
、
広
州
で
革
命
工
作
に
参
加
、
国
民
革
命
軍
東
路
軍
司
令
部
第

一
科
科
長
。
二
七
年
安�
省
党
部
工
作
に
従
事
。
安�
省
地
方
志
編

纂
委
員
会
編

『

安�
省
志

六
六

人
物
志』

方
志
出
版
社
、
一
九
九

九
年
、
二
三
六
―
二
三
七
頁
。

(

11)

胡
抱
一

(

一
八
九
一
―
一
九
四
三)：
別
名
胡
愚
。
江
蘇
淮
陰

人
。
孫
中
山
の
衛
士
を
務
め
、
第
二
次
革
命
失
敗
後
も
地
下
工
作
に

従
事
。
一
九
二
六
年
の
北
伐
軍
に
上
海
別
動
隊
司
令
と
し
て
参
加
。

胡
明

｢

胡
抱
一
事
跡
紀
略｣
『

鍾
山
風
雨』

二
〇
〇
五
年
三
期
、
四

〇
頁
。
胡
明
は
胡
抱
一
の
孫
。

(

12)

高
長
虹

(

一
八
九
八
―
一
九
五
四)：

本
名
高
仰
愈
、
長
虹
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
。
山
西
盂
県
人
。
魯
迅
の
影
響
を
受
け
た
作
家
。『
民

国
人
物
大
辞
典』

一
二
九
三
頁
。

(

13)
『

日
本
研
究』

新
紀
元
月
刊
社
、
一
巻
二
号
、
一
九
三
〇
年
二

月
、
七
七
頁
。

(

14)
『

日
本
研
究』

一
巻
七
号
、
一
九
三
〇
年
七
月
、
一
一
頁
、
及

び
一
巻
八
号
、
一
九
三
一
年
一
月
、
一
〇
一
頁
。

(

15)

何
民
魂

(

？
―
一
九
五
三)：

江
蘇
松
江
人
。
字
啼
紅
。
一
九

二
七
年
江
蘇
省
政
府
委
員
、
南
京
市
長
。
二
八
年
国
民
政
府
建
設
委

員
会
委
員
、
私
立
南
京
文
化
大
学
校
長
。『

民
国
人
物
大
辞
典』

六

六
五
頁
。
張�衡
夫

｢

何
民
魂
其
人
其
事｣

広
東
省
政
協
学
習
和
文
史

資
料
委
員
会
編

『

広
州
文
史
資
料
存
稿
選
編』

五
輯
、
広
東
人
民
出

版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

(

16)

翁
毅
夫

(

一
九
〇
七
？
―
四
八
？)：

何
民
魂
の
南
京
市
長
時

に
南
京
電
通
公
司
の
経
理
と
な
る
。
何
民
魂
と
天
津
に
あ
っ
た
際
に

袁
殊
と
知
り
合
い
、
共
に
上
海
へ
移
り
、
翁
従
六
と
改
名
。
又
翁
永

清
を
名
乗
る
。
中
国
共
産
党
に
入
党
。
戦
後
は
袁
殊
と
共
に
解
放
区

へ
移
る
。
共
産
党
軍
の
張
家
口
入
城
後
、
華
東
か
ら
華
北
へ
経
済
工

作
の
た
め
に
向
か
う
が
、
途
中
自
動
車
事
故
で
死
去(

曾
龍
六
六
頁)

。

(

17)

方
覚
慧

(

一
八
八
六
―
一
九
五
八)：

湖
北�
春
人
。
字
子
樵
。

早
稲
田
大
学
で
学
ぶ
。
国
民
党
中
央
執
行
委
員
、
南
京
市
特
別
党
部

常
務
委
員
等
歴
任
。『

民
国
人
物
大
辞
典』

二
三
三
―
二
三
四
頁
。

(

18)�
逸
羣

｢

記
者
道
序｣

袁
殊

『

記
者
道』

群
力
書
店
、
一
九
三

六
年
、
一
頁
。
こ
の
他
に
も
袁
殊
は

『

学
校
新
聞
講
話』

(

湖
風
書

局
、
一
九
三
二
年)

、『

新
聞
大
王
哈
斯
特』

(

良
友
図
書
印
刷
、
一

九
三
二
年)

と
い
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
書
籍
を
執
筆
し

た
。
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(
19)

潘
漢
年

(

一
九
〇
六
―
七
七)：

江
蘇
宜
興
人
。
一
九
二
五
年

中
国
共
産
党
入
党
。
日
中
戦
争
か
ら
国
共
内
戦
期
に
上
海
を
中
心
に

地
下
工
作
に
従
事
。
人
民
共
和
国
成
立
後
、
上
海
市
副
市
長
等
歴
任
。

五
五
年
四
月

｢

内
奸｣

と
さ
れ
失
脚
。
七
七
年
死
去
。
八
二
年
名
誉

回
復
。『

民
国
人
物
大
辞
典』

二
五
五
六
頁
。

(

20)

欧
陽
新

(
？
―
一
九
三
七)：

王
子
春
は
変
名
。
ソ
連
の
軍
事

学
校
で
学
ん
だ
後
上
海
へ
戻
り
、
潘
漢
年
の
下
で
情
報
収
集
。
上
海

の
共
産
党
組
織
崩
壊
に
よ
り
三
四
年
三
月
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て

モ
ス
ク
ワ
に
逃
れ
る
が
、
三
七
年
七
―
八
月
頃
処
刑
。
穆
欣

｢

隠
蔽

戦
綫
的
伝
奇
人
物
欧
陽
新｣

『

党
史
文
匯』

二
〇
〇
三
年
七
期
、
二

七
―
二
九
頁
。
曾
龍
一
五
八
頁
。

(

21)

呉
醒
亜

(

一
八
九
二
―
一
九
三
六)：
湖
北
黄
梅
人
。
中
国
同

盟
会
に
入
り
、
孫
中
山
の
護
法
運
動
、
北
伐
に
参
加
。
国
民
革
命
軍

で
は
総
司
令
部
秘
書
、
総
政
治
訓
練
部
顧
問
等
を
歴
任
。
そ
の
後
、

上
海
特
別
市
党
部
常
務
委
員
兼
社
会
局
局
長
等
歴
任
。『
民
国
人
物

大
辞
典』

六
四
四
頁
。

(

22)

潘
公
展

(

一
八
九
四
―
一
九
七
五)：

浙
江
呉
興
人
。
聖
約
翰

大
学
外
語
系
で
学
ぶ
。
二
七
年
中
国
国
民
党
に
入
り
、『

申
報』

総

編
輯
、
上
海
政
治
分
会
委
員
等
歴
任
。
Ｃ
・
Ｃ
系
主
要
メ
ン
バ
ー
。

『

民
国
人
物
大
辞
典』

二
五
四
四
頁
。

(

23)

田
中
香
苗

｢

心
に
灯
を
点
じ
た
書
院
の
人
々｣

『

江
南
春
秋

東
亜
同
文
書
院
二
十
四
・
二
十
五
期
生
記
念
誌』

一
九
八
〇
年
、

三
四
六
頁
。
敗
戦
を
日
本
で
迎
え
た
岩
井
は
、
外
務
省
に
辞
表
を
提

出
、
戦
後
は
財
団
法
人
在
外
同
胞
援
護
会
理
事
と
し
て
引
揚
者
の
援

護
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、
亡
命
中
国
人
を
支
援
す
る
善
隣
友
誼
会
の
常

任
理
事
と
し
て
活
動
を
続
け
一
九
九
〇
年
死
去
。
岩
井
二
〇
頁
。
中

村
義
他
編

『

近
代
日
中
関
係
史
人
名
辞
典』

東
京
堂
出
版
、
二
〇
一

〇
年
、
八
六
―
八
七
頁
。

(

24)

曾
龍
一
三
四
頁
。
た
だ
こ
の
部
分
は
共
産
党
へ
の
配
慮
で
あ
る

可
能
性
も
高
い
。

(

25)

廖
承
志

(

一
九
〇
八
―
八
三)：

広
東
恵
陽
人
。
東
京
で
生
ま

れ
青
年
時
代
を
日
本
で
過
ご
す
。
中
国
共
産
党
員
と
し
て
日
中
戦
争

時
期
は
香
港
を
中
心
に
地
下
活
動
。『

民
国
人
物
大
辞
典』

二
三
二

二
頁
。

(

26)

陳
孚
木

(

一
八
九
二
―
？)：

字
公
謨
。
雲
南
講
武
学
堂
卒
。

広
州

『

民
国
日
報』

主
筆
。
広
州
国
民
政
府
監
察
委
員
、
交
通
部
政

務
次
長
、
上
海
招
商
局
総
理
等
歴
任
。
福
建
人
民
政
府
参
加
。
戦
後
、

大
連
で
国
華
銀
行
董
事
。
興
建
運
動
へ
の
参
加
は
廖
承
志
の
命
と
も

言
わ
れ
る
。『

民
国
人
物
大
辞
典』

一
四
一
八
頁
。
金
雄
白
四
四
六

頁
。

(
27)

岩
井
一
五
五
―
一
六
二
頁
。
潘
漢
年
と
岩
井
の
会
見
に
つ
い
て

は
、
袁
殊
も
潘
漢
年
を
宋
子
文
の
在
野
の
友
人

｢

胡
先
生｣

と
し
て
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岩
井
に
紹
介
し
た
と
回
想
し
て
い
る

(

曾
龍
二
四
四
―
二
四
八
頁)

。

(
28)
影
佐
禎
昭
に
関
す
る
部
分
は
そ
の
著

｢

曾
走
路
我
記｣

に
よ
る
。

臼
井
勝
美
編

『

現
代
史
資
料
一
三

日
中
戦
争

(

五)』

み
す
ず
書

房
、
一
九
六
六
年
、
三
七
三
―
三
七
五
頁
。

(

29)

岩
井
一
〇
三
―
一
〇
五
頁
。
こ
の
回
想
は

『

現
状』

の
記
述
と

符
合
し
て
い
る
。

(

30)

拙
稿

｢

上
海
市
大
道
政
府
と
西
村
展
蔵｣

『

近
き
に
在
り
て』

五
二
号
、
二
〇
〇
七
年
。

(

31)

座
談
会
に
お
け
る
鉄
道
部
長
傅
式
説
の
発
言
。｢

南
京
座
談
会｣

今
中
次
麿

『

東
亜
の
政
治
的
新
段
階』
日
本
青
年
外
交
協
会
、
一
九

四
一
年
、
一
八
一
頁

(

原
載

『

大
陸』
一
九
四
〇
年
五
月
号)

。

(

32)

厳
軍
光

(

袁
殊)

他

『

興
亜
建
国
論』
興
建
月
刊
社
、
一
九
三

九
年
、
六
―
七
頁
。

(

33)
｢

興
亜｣

と
い
う
言
葉
は
そ
れ
ま
で
も
あ
っ
た
が
、
日
本
の
新

聞
で
の
登
場
回
数
は
一
九
三
九
年
か
ら
激
増
す
る
。
書
籍
の
題
名
で

盛
ん
に
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
一
九
三
九
年
か
ら
で
あ
る
。

(

34)

周
仏
海
は
こ
の
件
に
つ
い
て
一
九
四
〇
年
六
月
三
日
の
日
記
に

｢

余
と
し
て
は
、
彼
ら

[

袁
殊
・
岩
井
ら]

を
敵
に
追
い
や
る
よ
り

は
手
を
組
ん
で
友
と
し
た
ほ
う
が
よ
い｣

と
記
し
て
い
る
。
周
仏
海

著
・
蔡
徳
金
編

『

周
仏
海
日
記
全
編』

中
国
文
聯
出
版
社
、
二
〇
〇

三
年
、
三
〇
四
頁
。

(

35)

曹
翰

｢

興
建
運
動
的
当
前
使
命｣

『

興
建』

月
刊
二
巻
五
号
、

一
九
四
〇
年
八
月
、
一
三
頁
。

(

36)

厳
軍
光

(

袁
殊)

｢

我
們
的
三
大
目
標｣

『

一
年』

九
六
頁
。
一

九
三
九
年
一
二
月
三
〇
日
執
筆
。

(

37)

曹
翰

｢

興
亜
建
国
理
論
的
根
拠｣

『

興
建』

月
刊
二
巻
二
号
、

一
九
四
〇
年
五
月
、
五
―
六
頁
。
ま
た
興
建
運
動
の
軍
隊
不
保
持
も

声
明
さ
れ
た
。『

興
建』

月
刊
三
巻
一
号
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
、

二
三
頁
。

(

38)

月
額
三
万
元
の
援
助
を
受
け
て
い
た
。
周
仏
海
著
・
蔡
徳
金
編

『

周
仏
海
日
記
全
編』

三
二
三
頁
。

(

39)

汪
政
権
に
設
け
ら
れ
た
憲
政
実
施
委
員
会
の
委
員
に
興
建
運
動

の
メ
ン
バ
ー
が
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
は
憲
政
実
施
と
い
う
挙

国
的
な
事
情
に
よ
る
例
外
と
い
え
よ
う
。

(

40)
｢

陳
孚
木
等
組
織

｢

興
亜
建
国
会｣｣

『

大
公
報』

香
港
、
一
九

四
〇
年
二
月
一
七
日
、
三
版
。

(

41)

姚
志
平

｢

英
勇
的
人
們｣

『

興
建
運
動』

五
三
四
頁
。

(

42)

関
係
者
の
経
歴
は

『

現
状』

を
基
に
、『

回
想
の
上
海』

、『

憲

政
月
刊』

一
期

(

一
九
四
〇
年)

、『

民
国
人
物
大
辞
典』

、
満
蒙
資

料
協
会
編

『

中
国
紳
士
録』

(

同
会
、
一
九
四
二
年)

、『

大
陸
新
報』

(
四
〇
年
二
月
一
九
日)

で
補
足
し
た
。

(

43)
汪
正
禾

(

一
八
九
八
―
一
九
五
九)：

浙
江
余
杭
人
。
別
名
汪



袁
殊
と
興
亜
建
国
運
動

関

第
九
十
四
巻

117

一
一
七

馥
泉
。
一
九
一
九
年
日
本
に
留
学
。
上
海
で
著
述
・
翻
訳
に
従
事
。

復
旦
大
学
等
で
教
鞭
を
と
り
、
雑
誌

『

現
代』

『

文
摘』

等
を
編
集
。

四
〇
年
上
海
で

『

学
術』

雑
誌
主
編
。
戦
後
、
東
北
人
民
大
学
教
授
。

杭
州
余
杭
区
政
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ������������������������������

�������22����������78939�����
(

二
〇
一
二
年
五
月
二
日
閲
覧)

。

(

44)

傅
彦
長

(
一
八
九
二
―
一
九
六
一)：

江
蘇
武
進
人
。
上
海
南

洋
公
学
卒
業
後
、
日
本
へ
留
学
。
四
〇
年
代
に
は
雑
誌

『

文
友』

『

新
東
方』

等
で
活
躍
。
銭
理
群
主
編

『

中
国
淪
陥
区
文
学
大
系

史

料
巻』

広
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
三
一
頁
。

(

45)

張
資
平
に
つ
い
て
は
森
美
千
代

｢
日
中
戦
争
下
の
張
資
平

｢

和
平
運
動｣

へ
の
参
加
過
程｣

(『

野
草』
五
四
号
、
一
九
九
五
年

八
月)

が
詳
し
い
。

(

46)

畑
部
隊
特
務
部

｢

支
那
事
変
時
に
於
け
る
支
那
民
心
の
動
向
と

大
民
会
に
就
い
て(

一)｣

一
〇
頁
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
、
防
衛
省

防
衛
研
究
所
所
蔵
陸
軍
省
陸
密
大
日
記
、�

04120649400
。

(

47)
｢

社
評

概
論
工
潮｣
『

申
報』

一
九
三
九
年
一
二
月
一
四
日
、

四
版
。

(

48)
『

労
働
者』

半
月
刊
、
四
・
五
期
、
一
九
四
〇
年
一
月
、
及
び

八
期
目
次

(『

興
建』

三
巻
三
号
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
、
五
七
頁)

。

(

49)
｢

北
区
各
工
廠

罷
工
風
潮｣

(

一
二
月
一
三
日
、
二
版)

、｢

各

工
廠
商
号
怠
工
租
界
当
局
重
視｣

(

一
五
日
、
九
版)

、｢

永
安
三
廠

昨
已
復
工｣

｢

国
貨
公
司
労
資
糾
紛
昨
已
円
満
解
決｣

(

一
六
日
、
一

〇
版)

等
。

(

50)
｢

日
方
操
縦
偽
工
会
脅
迫
工
人
入
会｣

『

申
報』

一
九
三
九
年
一

二
月
一
四
日
、
七
版
。

(

51)

黄
美
真

｢

淪
陥
時
期
的
上
海
工
運｣

『

歴
史
研
究』

一
九
九
四

年
四
期
、
饒
景
英

｢

上
海
淪
陥
時
期�
偽
工
会�
述
評｣

『

史
林』

一
九
九
四
年
四
期
、
王
春
英

｢

日
本
在
華
占
領
区
内
的
排
英
運
動

以
一
九
三
九
年
英
資
綸
昌
公
司
罷
工
案
為
中
心｣

『

近
代
史
研

究』

二
〇
一
〇
年
六
期
。

(

52)

朱
斐
声

(

？
―
？)：

朱�

悟
。
か
つ
て
蘇
州
・
海
門
等
で
国

民
党
執
行
委
員
。
興
建
運
動
で
は
労
働
委
員
会
組
織
委
員
で
あ
っ
た

が
、
中
華
工
人
福
益
会
組
織
委
員
を
兼
ね
て
い
た
。『

現
状』

五
九

頁
。

(

53)

張
修
明

(

一
九
〇
三
―
？)：

江
蘇
川
沙
人
。
上
海
羣
治
大
学

卒
。
興
建
運
動
以
前
の
経
歴
は
不
明
だ
が
、
後
に
鎮
江
地
区
清
郷
副

主
任
・
鎮
江
県
県
長
・
江
蘇
省
政
府
政
治
工
作
団
団
長
等
歴
任
。
中

国
第
二
歴
史�
案
館
編

『

汪
偽
政
府
行
政
院
会
議
録』

二
三
冊
、�

案
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
六
一
六
頁
。

(
54)

｢�
古
銭�
の
使
ひ｣

『

東
京
朝
日
新
聞』

一
九
四
〇
年
九
月
一

二
日
夕
刊
、
二
面
。

(

55)
四
〇
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け

｢

中
支
の
民
衆
運
動
を
し
て
興
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一
一
八

建
運
動
一
色
に
塗
り
潰
し
得
る｣

と
の
判
断
か
ら
、
岩
井
・
袁
殊
が

香
港
へ
赴
き
、
桂
林
か
ら
数
名
の
参
加
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。｢

三

浦
総
領
事
よ
り
有
田
外
務
大
臣｣

(

一
九
四
〇
年
六
月
一
七
日)

。�
02031687000

。
(

56)
｢

充
溢
市
場
的
和
平
風
説｣

『

申
報』

一
九
四
〇
年
一
月
一
三
日
、

四
版
。

(

57)
｢

和
平
の
声
巷
に
満
つ

凋
落
の
抗
戦
陣
営｣

『

大
陸
新
報』

一

九
四
〇
年
一
月
一
二
日
、
七
面
。

(

58)
｢

大
学
・
専
門
校
の
教
職
員
和
平
へ
の
協
力｣
『

大
陸
新
報』

一

九
四
〇
年
一
月
二
三
日
夕
、
二
面
。

(

59)
｢

和
平
か
抗
日
か

深
刻
な
学
生
層
の
対
立｣

『

大
陸
新
報』

一

九
四
〇
年
四
月
五
日
夕
刊
、
二
面
。

(

60)
｢

興
建
運
動
に
重
慶
動
揺｣

『

大
陸
新
報』
一
九
四
〇
年
二
月
二

〇
日
、
二
面
。

(

61)
｢

和
平
結
社
続
々
現
る｣
『

大
陸
新
報』

一
九
四
〇
年
二
月
四
日
、

七
面
。

(

62)
｢

和
平
反
共
の
伝
単

重
慶
の
街
頭
に
散
布｣

『

大
陸
新
報』
一

九
四
〇
年
三
月
二
九
日
夕
刊
、
二
面
。

(

63)

厳
軍
光

｢

我
等
が
三
大
目
標｣

『

大
陸
新
報』

一
九
四
〇
年
一

月
一
〇
日
・
一
一
日
、
二
面
。
陳
孚
木

｢

日
支
合
作
と
興
亜
建
国｣

同
紙
一
九
四
〇
年
二
月
一
三
―
一
六
日
、
二
面
。

(

64)
｢

執
筆
者
の
椅
子｣

『

セ
ル
パ
ン』

一
九
四
〇
年
四
月
号
、
一
一

八
―
一
一
九
頁
。

(

65)

半
谷
高
雄

｢

中
国
言
論
界
の
動
向｣

同
右
二
二
―
二
五
頁
。

(

66)

澤
村
一
夫

｢

新
中
央
政
府
と
青
年
層｣

『

新
支
那
読
本』

一
九

四
〇
年
、
一
九
七
―
一
九
九
頁
。

(

67)

児
玉
誉
士
夫

『

悪
政
・
銃
声
・
乱
世

風
雲
四
十
年
の
記
録』

弘
文
堂
、
一
九
六
一
年
、
一
七
〇
―
一
七
四
頁
。
岩
井
三
六
三
頁
。

(

68)
『

悪
政
・
銃
声
・
乱
世』

一
七
三
頁
。

(

69)
『

獄
中
獄
外』

一
九
二
―
一
九
三
、
二
五
〇
―
二
五
一
頁
。

(

70)
｢

名
刺
交
換
名
簿｣

『

大
亜
細
亜』

一
九
四
一
年
一
月
号
、
大
亜

細
亜
建
設
社
。

(

71)
｢

興
亜
建
国
本
部

声
明
解
散｣

『

南
京
新
報』

一
九
四
〇
年
一

二
月
一
八
日
、
一
張
一
版
。

(

72)

柴
田
前
掲
書
一
九
頁
。

(

73)
｢

明
年
元
旦
召
開
国
民
大
会｣

『

南
京
新
報』

一
九
四
〇
年
九
月

一
〇
日
、
一
張
一
版
。

(

74)
｢

東
亜
聯
盟
中
国
総
会
創
立
盛
典｣

『

政
治
月
刊』

一
巻
二
期
、

一
九
四
一
年
二
月
、
三
四
頁
。

(
75)

袁
殊

｢

慰
労
与
道
謝｣

『

政
治
月
刊』

四
巻
一
期
、
一
九
四
二

年
七
月
、
三
四
頁
。

(

76)
袁
殊

｢

放
眼
亭
畔
話
往
事

憶
打
入
汪
偽
的
四
年｣

『

蘇
州
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一
一
九

史
志
資
料
選
輯

(

三
輯)』

蘇
州
市
地
方
志
編
纂
委
員
会�
公
室
、

一
九
八
六
年
三
月
、
三
頁
。

(

77)
『

興
建』

月
刊
連
載
の
大
川
周
明

｢

日
本
二
千
六
百
年
史｣

も

『

政
治
月
刊』

一
巻
二
期
か
ら
四
期

(

一
九
四
一
年)

に
か
け
て
引

き
続
き
連
載
さ
れ
た
。

(

78)

因
明

｢

幾
個
偏
重
政
論
的
刊
物｣

『

中
国
公
論』

七
巻
一
期
、

一
九
四
二
年
一
月
、
七
七
頁
。

(

79)
『

国
際
労
工
通
訊』
国
際
労
工
局
中
国
分
局
、
七
巻
二
期
、
一

九
四
〇
年
二
月
、
一
二
五
―
一
二
九
頁
。

(

80)

拙
稿

｢

興
亜
建
国
運
動
と
そ
の
主
張

日
中
戦
争
期
中
国
に

お
け
る
和
平
論｣

『

中
国
研
究
月
報』

六
六
巻
七
号
、
二
〇
一
二
年

七
月
刊
行
予
定
。

(

81)

天
野
弘
之
・
井
村
哲
郎
編

『

満
鉄
調
査
部
と
中
国
農
村
調
査

天
野
元
之
助
中
国
研
究
回
顧』

不
二
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
一

一
四
頁
。

(

82)
『

国
民
政
府
公
報』

一
九
四
八
年
三
月
一
三
日
、
六
頁
。

(

千
葉
商
科
大
学
非
常
勤
講
師)


